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市立保育所修了式
　３月 29 日、土塔中央・野木崎・北園保育所で保育
所修了式が行われた（写真は土塔中央保育所）。
　保護者や先生たちが見守る中、修了証書授与や合唱
などが行われ、園児たちの成長が見られる感慨深い式
となった。
　小学生となる修了生たちは、大きな夢と希望を抱い
て、慣れ親しんだ保育所から立派に巣立っていった。
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我
が
国
は
、
地
方
分
権
一
括
法
の
施
行

に
よ
り
、
国
と
地
方
の
関
係
は
、
適
切
な

役
割
分
担
に
基
づ
く
対
等
・
協
力
の
関
係

へ
と
移
行
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
た
め
自
治
体
は
、
国
に
依
存
す
る
行
財

政
運
営
か
ら
脱
却
し
、
地
方
自
治
の
原
点

に
立
ち
返
り
広
く
市
民
の
皆
様
の
参
画
を

得
な
が
ら
、
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
合
併
が
推
し
進
め
ら
れ
る
中
、

今
後
は
な
お
一
層
自
治
体
の
自
主
性
と
独

自
性
が
問
わ
れ
、
自
治
体
間
競
争
が
厳
し

さ
を
増
す
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
で
は
い
よ
い
よ

今
年
の
８
月
24
日
に
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ

ス
が
開
業
し
ま
す
。
こ
の
恵
ま
れ
た
イ
ン

パ
ク
ト
を
活
用
し
、
本
年
度
守
谷
市
経
営

方
針
の
３
つ
の
重
点
課
題
「
こ
こ
ろ
豊
か

な
地
域
社
会
を
は
ぐ
く
む
ま
ち
づ
く
り
」

「
市
民
と
と
も
に
あ
ゆ
む
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
」
「
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
と
ま
ち

づ
く
り
」
に
一
歩
一
歩
着
実
に
前
進
す
る

ほ
か
途み
ち

は
な
い
も
の
と
、
強
い
信
念
を

持
っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

◎
児
童
福
祉
事
業

●
次
世
代
育
成
支
援
地
域
行
動
計
画
に
基

づ
い
た
地
域
子
育
て
支
援
事
業
の
拡
大

や
児
童
健
全
育
成
を
図
る

●
保
育
所
入
所
待
機
児
童
解
消
対
策
事
業

の
３
年
間
延
長

●
民
設
民
営
型
私
立
保
育
園
の
建
設
推
進

●
育
児
不
安
・
児
童
虐
待
対
策
と
し
て
、

乳
幼
児
健
康
診
査
な
ど
の
際
に
支
援
を

要
す
る
家
庭
を
把
握
し
、
育
児
支
援
を

行
う

◎
障
害
者
福
祉
事
業

●
守
谷
市
障
害
者
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、

個
別
相
談
の
充
実
と
情
報
の
提
供
を
積

極
的
に
推
進

●
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
の
充
実
を
図
る

●
公
立
保
育
所
及
び
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
民
間
委
託
を
推
進

◎
高
齢
者
福
祉
事
業

●
出
前
サ
ロ
ン
を
増
設
し
、
地
域
密
着
型

の
高
齢
者
福
祉
を
推
進

●
生
活
機
能
相
談
の
充
実
を
図
る

◎
介
護
保
険
事
業

●
高
齢
者
の
自
立
支
援
と
健
全
な
介
護
保

険
財
政
を
目
指
す

●
第
３
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定

◎
保
健
事
業

●
健
康
も
り
や
・
健
や
か
親
子
21
計
画
に

基
づ
き
、
市
民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ

る
健
康
づ
く
り
を
推
進

●
疾
病
予
防
の
健
康
教
育
と
そ
の
後
の
生

活
習
慣
行
動
の
改
善
を
図
る

◎
国
民
健
康
保
険
事
業

●
保
険
税
収
入
の
安
定
確
保

●
日
曜
開
庁
時
に
お
け
る
納
税
相
談
を
引

き
続
き
実
施

安
全
で
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

◎
防
犯

●
守
谷
市
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
中
心
と

し
た
犯
罪
や
事
故
の
未
然
防
止

◎
防
災

●
災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定

●
守
谷
市
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
や
防

災
対
策
の
充
実

◎
環
境

●
市
民
や
事
業
者
が
身
近
に
省
エ
ネ
問
題

を
意
識
し
、
自
然
に
省
エ
ネ
行
動
が
進

む
よ
う
な
社
会
環
境
づ
く
り

●
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
（
省
エ
ネ
）

に
関
す
る
出
張
講
座
や
環
境
美
化
活
動

を
と
お
し
た
環
境
教
育

●
雨
水
貯
留
槽
設
置
補
助
、
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
を
引
き
続
き
実
施

●
地
球
温
暖
化
防
止
実
行
計
画
や
グ
リ
ー

ン
購
入
推
進
指
針
の
率
先
行
動
の
推
進

◎
ご
み
対
策

●
一
般
家
庭
に
対
し
て
引
き
続
き
生
ご
み

処
理
機
等
購
入
費
の
補
助
を
実
施

●
空
き
ビ
ン
３
色
分
別
同
時
収
集
の
実
施

◎
消
費
者
行
政

●
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
消
費

生
活
に
関
す
る
苦
情
や
相
談
な
ど
に
対
応

豊
か
な
心
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

◎
学
校
教
育

●
守
谷
市
学
校
教
育
プ
ラ
ン
を
作
成
。
小
・

中
一
貫
性
の
あ
る
教
育
の
充
実
に
努
め
る

●
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
推
進
事
業
を
引

き
続
き
実
施

●
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
活
用
し
た
英
語
教
育
活
動
の

充
実

◎
心
の
教
育

●
「
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」
「
心
の
教

室
相
談
員
」
な
ど
の
教
育
相
談
事
業
や
適

応
指
導
教
室
を
活
用
し
て
、
い
じ
め
や
不

登
校
な
ど
の
問
題
の
解
決
に
努
め
る

●
小
学
校
に「
心
の
教
室
相
談
員
」を
新
た

に
配
置

施
政
方
針

施
政
方
針
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◎
児
童
生
徒
の
安
全
確
保

●
学
校
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
巡
回
活
動

の
充
実
、
挨あ

い

拶さ
つ

・
声
掛
け
運
動
の
展
開

◎
食
に
関
す
る
指
導

●
食
育
啓
発
事
業
を
実
施
し
、
「
た
く
ま

し
く
生
き
ぬ
く
生
活
力
の
育
成
を
目
指

し
た
総
合
計
画
」
を
推
進

◎
学
校
施
設

●
け
や
き
台
中
学
校
の
増
築
工
事
を
実
施

●
愛
宕
中
学
校
武
道
場
の
改
修
工
事
を
実
施

◎
生
涯
学
習

●
公
民
館
活
動
の
充
実
や
人
材
バ
ン
ク
の

活
用
を
図
り
、
市
民
相
互
の
学
び
合
い

活
動
を
支
援

●
芸
術
・
文
化
活
動
の
発
表
の
場
や
芸
術

鑑
賞
及
び
家
族
や
仲
間
で
気
軽
に
楽
し

め
る
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
機
会
を
充
実

●
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
「
地
域
子
ど

も
教
室
推
進
事
業
」
実
施
校
の
拡
大

◎
図
書
館

●
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
の
充
実

◎
国
際
交
流

●
国
際
交
流
員
の
活
用
を
積
極
的
に
図
り
、

市
民
を
中
心
と
し
た
活
動
に
発
展
で
き

る
よ
う
支
援

●
Ｔ
Ｘ
開
業
に
合
わ
せ
、
姉
妹
都
市
市
長

を
招
待
し
、
友
好
関
係
を
深
め
る

◎
人
権
・
同
和
問
題

●
市
民
一
人
ひ
と
り
の
正
し
い
理
解
と
解

決
へ
の
意
識
向
上
を
図
り
、
人
権
を
尊

重
し
差
別
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

◎
男
女
共
同
参
画

●
「
守
谷
市
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
」

に
基
づ
き
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
男

女
共
同
参
画
社
会
の
早
期
実
現
を
図
る

快
適
で
ゆ
と
り
あ
る
ま
ち
づ
く
り

◎
守
谷
駅
周
辺
一
体
型
土
地
区
画
整
理
事
業

●
平
成
20
年
度
の
事
業
完
了
に
向
け
、
家

屋
移
転
の
推
進
及
び
駅
前
広
場
・
都
市

計
画
道
路
・
区
画
道
路
の
整
備

◎
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

●
駅
前
各
商
業
街
区
に
は
、
美
し
い
都
市

景
観
と
集
客
力
の
高
い
魅
力
あ
る
施
設

の
誘
導
を
図
る

●
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
及
び
Ｐ
Ｒ
を
目

的
と
し
た
Ｔ
Ｘ
開
業
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

◎
市
内
バ
ス
路
線

●
都
市
交
通
と
し
て
の
バ
ス
路
線
網
の
充

実
を
図
る

◎
道
路
網

●
国
道
２
９
４
号
の
拡
幅
改
良
工
事
の
早

期
完
成
を
図
る

●
乙
子
交
差
点
の
立
体
化
事
業
の
早
期
完

成
を
関
係
機
関
に
強
く
働
き
か
け
る

◎
水
道
事
業
及
び
下
水
道
事
業

●
水
道
事
業
と
下
水
道
事
業
の
統
合

●
経
常
経
費
の
節
減
に
努
め
、
経
営
の
安

定
化
を
図
る

●
雨
水
排
水
対
策
事
業
と
し
て
、
南
守
谷
４

号
雨
水
幹
線
の
工
事
を
引
き
続
き
実
施

●
水
道
事
業
と
し
て
、
水
源
の
確
保
、
老

朽
化
に
伴
う
浄
水
・
配
水
施
設
の
改
修

工
事
を
計
画
的
に
実
施

活
力
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

◎
商
業

●
活
力
あ
る
商
店
街
再
生
の
た
め
「
元
気

商
い
研
究
交
流
会
」
を
中
心
に
商
店
街

活
性
化
を
図
る

◎
工
業

●
商
工
業
者
の
経
営
合
理
化
や
施
設
の
近

代
化
を
図
る
た
め
の
自
治
金
融
・
振
興

金
融
制
度
へ
の
信
用
保
証
料
の
補
給
を

引
き
続
き
実
施

◎
農
業

●
農
地
の
集
積
化
を
図
り
農
地
の
利
用
率

を
高
め
る
こ
と
や
、
法
人
化
な
ど
力
量

の
あ
る
経
営
体
の
育
成
に
努
め
る

●
産
地
指
定
米
と
し
て
生
産
・
販
売
の
体

制
づ
く
り

◎
畜
産
振
興

●
大
木
流
作
地
区
に
お
い
て
、
平
成
19
年

度
事
業
完
了
に
向
け
、
畜
産
基
盤
再
編

総
合
整
備
事
業
を
進
め
る

心
と
心
が
ふ
れ
あ
う
ま
ち
づ
く
り

◎
市
民
参
加

●
市
民
の
積
極
的
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参

加
を
支
援
す
る

●
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
に
お
い

て
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
姿

勢
と
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討

●
守
谷
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
（
意

見
公
募
）
手
続
の
実
施

　

今
年
度
の
予
算
編
成
は
、
一
般
会
計
予

算
の
規
模
が
前
年
予
算
よ
り
減
額
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

歳
入
面
で
は
、
自
主
財
源
の
中
枢
を
な

す
市
税
の
伸
び
は
わ
ず
か
な
が
ら
見
込
め

る
も
の
の
、
国
の
地
方
財
政
計
画
に
お
き

ま
し
て
、
財
源
の
増
加
が
見
込
め
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
財
源
不
足
に
対
応
す
る

た
め
、
各
種
基
金
な
ど
の
特
定
財
源
を
有

効
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
課
税
の
適
正

化
を
図
り
、
未
申
告
者
を
無
く
し
、
税
負

担
の
公
平
性
を
保
持
す
る
た
め
徴
収
体
制

を
強
化
し
、
収
納
率
の
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
有
地
を
売
却
す

る
な
ど
し
て
、
自
主
財
源
を
確
保
す
る
よ

う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

歳
出
面
で
は
、
地
方
単
独
事
業
の
抑
制

が
不
可
欠
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
駅
前

公
共
施
設
整
備
工
事
や
け
や
き
台
中
学
校

の
増
築
工
事
な
ど
、
整
備
期
限
が
定
め
ら

れ
た
事
業
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
年
度
か
ら

行
政
評
価
に
基
づ
い
た
経
営
方
針
を
打
ち

出
し
、
予
算
編
成
の
方
法
を
こ
れ
ま
で
の

部
配
分
方
式
か
ら
施
策
別
配
分
方
式
と
し
、

施
策
の
優
先
順
位
の
選
択
を
行
い
ま
し
た
。

行
財
政
の
改
革
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
職

員
採
用
を
見
送
り
、
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム

の
確
立
と
行
政
改
革
を
強
力
に
推
進
し
、

職
員
一
人
ひ
と
り
が
コ
ス
ト
意
識
を
持
っ

て
力
を
合
わ
せ
、
財
政
の
健
全
化
と
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
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●問合先　市役所財政課 内線211～216

　

前
年
度
予
算
と
比
べ
る
と
24
億
６
０
０
０

万
円（
▲
15
％
）減
額
の
１
３
８
億
９
２
０
０

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
歳
入
は
…

　

全
体
の
約
６
割
を
占
め
る
市
税
は
、
法

人
市
民
税
や
固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税

の
増
額
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
前
年

度
に
比
べ
2.8
％
の
増
。
ま
た
国
の
三
位
一

体
改
革
に
伴
い
地
方
譲
与
税
は
前
年
度
に

比
べ
31
・
６
％
の
増
。
地
方
交
付
税
は

55
・
７
％
の
減
。
地
方
交
付
税
の
減
額

に
よ
る
財
源
不
足
を
補
う
た
め
市
有
地

の
売
払
収
入
を
見
込
み
、
財
産
収
入
は

16
・
４
％
の
増
。
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
、

城じょ
う
し址
公
園
整
備
基
金
繰
入
金
及
び
市
民
会

館
建
設
基
金
借
入
金
の
減
額
に
よ
り
、
繰

入
金
は
38
・
１
％
の
減
。
減
税
補
て
ん
債
、

土
木
債
及
び
教
育
債
の
減
額
に
よ
り
、
市

債
は
65
・
２
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
歳
出
は
…

　

民
生
費
が
最
も
多
く
、
児
童
手
当
支
給

事
業
費
及
び
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

の
増
額
に
よ
り
5.6
％
の
増
。
ま
た
土
木
費
は
、

保
留
地
取
得
資
金
貸
付
金
や
守
谷
駅
の
自

由
通
路
工
事
の
終
了
に
伴
い
26
・
９
％
の

減
。
教
育
費
は
、
新
た
に
け
や
き
台
中
学

校
校
舎
の
増
築
工
事
を
行
い
ま
す
が
、
守

谷
中
学
校
改
築
工
事
が
終
了
し
た
こ
と
か

ら
18
・
２
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
度
の
守
谷
市
予
算
が
、
３
月
に
開
会
さ
れ
た
第
１
回
定
例
議
会
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
予
算
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
、
さ
ら
に
は
三
位
一
体
改
革
に
伴
う
財
源
不

足
を
受
け
、
限
ら
れ
た
財
源
を
重
点
施
策
に
配
分
す
る
た
め
、
昨
年
度
の
各
部
局
へ
の

枠
配
分
方
式
か
ら
、
行
政
評
価
に
基
づ
く
経
営
方
針
と
連
動
し
た
施
策
別
の
枠
配
分
方

式
へ
と
展
開
し
、
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
徹
底
し
た
経
常
経
費
の
節

減
合
理
化
に
努
め
る
一
方
で
、
市
民
生
活
の
充
実
に
必
要
な
事
業
を
重
点
的
に
盛
り
込

ん
だ
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
平
成
17
年
度
市
の
予
算
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
会
計
予
算
で
は

※（　　）内は構成比

依
存

財
源

71.1％

・市民税 35億9,732万円
・固定資産税 37億1,930万4千円
・都市計画税 6億264万8千円
・市たばこ税 3億3,455万3千円
・軽自動車税 4,767万6千円

・財産収入 2億1,875万2千円
・繰越金 1億7,000万円
・使用料及び手数料 1億1,378万4千円
・分担金及び負担金 1億2,748万9千円
・寄付金 1千円

・地方特例交付金 2億9,800万円
・自動車取得税交付金税 1億700万円
・利子割交付金 4,550万円
・交通安全対策特別交付金 1,300万円
・配当割交付金 1,000万円
・株式等譲渡所得割交付金 100万円

5億9,378万4千円
繰入金
（4.3%）

6億3,002万6千円
その他
（4.5%）

4億1,650万円
地方消費税交付金
（3.0%）

2億4,340万円
地方交付税
（1.8%）4億260万円

地方譲与税
（2.9%）

4億7,450万円
その他
（3.4%）4億3,995万3千円

県支出金
（3.2%）

9億5,037万7千円
国庫支出金
（6.8%）

10億8,730万円
市債

（7.8%）

3億5,205万9千円
諸収入
（2.5%）

自
主
財
源

83億150万1千円
市税

（59.8%）

71.1％
28.9％

依
存

財
源

― 経営方針に基づく新予算をご紹介します ―

●一般会計…138億9,200万円
●特別会計…106億6,155万１千円
●水道事業会計…19億2,216万４千円
●公共下水道事業会計…21億706万２千円

（前年度302億5,114万６千円 ▲5.5％）

138億9,200万円

一般会計

歳入
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平成17年度　市の予算の概要

  平成17年度 平成16年度 増減額 増減率
一般会計 138億9,200万円 163億5,200万円 ▲24億6,000万円 ▲15.0％
特別会計 106億6,155万1千円 104億6,865万8千円  1億9,289万3千円 1.8％
国民健康保険 35億1,281万3千円 32億4,945万2千円 2億6,336万1千円 8.1％
老人保健 22億7,215万円 23億3,316万3千円 ▲6,101万3千円 ▲2.6％
介護保険 15億4,934万8千円 13億5,812万1千円 1億9,122万7千円 14.1％
守谷駅周辺一体型土地区画整理事業 29億6,459万9千円 31億6,743万円 ▲2億283万1千円 ▲6.4％
公共用地先行取得事業 3億2,091万8千円 3億2,813万9千円 ▲722万1千円 ▲2.2％
農業集落排水事業 4,172万3千円 3,235万3千円 937万円 29.0％
水道事業会計 19億2,216万4千円 14億7,527万6千円 4億4,688万8千円 30.3％
収益的収入 11億5,865万5千円 11億5,428万7千円 436万8千円 0.4％
収益的支出 11億2,951万4千円 11億4,135万5千円 ▲1,184万1千円 ▲1.0％
資本的収入 2,618万8千円 1,884万3千円 734万5千円 39.0％
資本的支出 7億9,265万円 3億3,392万1千円 4億5,872万9千円 137.4％
公共下水道事業会計 21億706万2千円 19億5,521万2千円 1億5,185万円 7.8％
収益的収入 13億5,544万円 ― ― ―
収益的支出 13億2,688万2千円 ― ― ―
資本的収入 3億6,703万円 ― ― ―
資本的支出 7億8,018万円 ― ― ―
　　　合　　　　計 285億8,277万7千円  302億5,114万6千円 ▲16億6,836万9千円 ▲5.5％

※公共下水道事業会計は、本年度から地方公営企業法の適用となる企業会計に移行

総額285億8,277万7千円 
◆閲覧・貸出場所
　 市役所財政課、中央図書館
※ 貸出は、市内在住・在勤・
在学の個人に限る
※ 貸出期間は１週間
◆販売場所・価格
　• 市役所財政課
　• 一般会計、特別会計
　  各1,000円
◆問合先
　市役所財政課財政Ｇ
　内線215

予算書の
閲覧・貸出・販売

◆ ◆ ◆ 平成17年度会計別当初予算◆ ◆ ◆

一般会計

歳出 138億9,200万円

歳出

30億6,575万3千円
民生費

（22.1%）

25億9,731万2千円
教育費

（18.7%）
24億3,853万円

土木費
（17.6%）

18億1,280万5千円
総務費

（13.0%）

16億1,158万9千円
公債費

（11.6%）

9億8,457万6千円
衛生費
（7.1%）

4億8,047万5千円
その他
（3.4%）

9億96万円
消防費
（6.5%）

※（　　）内は構成比

・農林水産業費 1億9,129万1千円
・議会費 1億9,142万1千円
・商工費 7,128万6千円
・諸支出金 636万9千円
・労働費 10万8千円
・予備費 2,000万円

平成17年度の概要
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●
自
主
防
災
組
織
活
動
育
成
事
業

66
万
６
千
円

自
主
防
災
組
織
の
設
立
及
び
資
機
材
整

備
に
対
す
る
補
助
金
の
交
付

●
防
災
訓
練
経
費

47
万
４
千
円

各
種
災
害
を
想
定
し
、
市
民
と
防
災
関

係
機
関
が
一
体
と
な
っ
た
防
災
訓
練
を

実
施

●
庁
舎
施
設
維
持
管
理
経
費

１
億
１
２
０
万
６
千
円

法
定
に
基
づ
く
定
期
点
検
の
ほ
か
、
清

掃
、
警
備
、
施
設
運
転
管
理
、
植
栽
管

理
な
ど
の
委
託

●
企
画
総
務
費

２
０
３
３
万
５
千
円

後
期
基
本
計
画
の
策
定
や
施
策
評
価
及

び
事
務
事
業
評
価
に
よ
る
評
価
シ
ス
テ

ム
の
運
用
を
実
施

●
ア
ー
ト
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
事
業

５
５
０
万
円

内
外
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
招し

ょ
う

聘へ
い

及
び
ス
タ

ジ
オ
公
開
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

●
循
環
バ
ス
運
行
経
費

２
５
２
３
万
円

循
環
バ
ス
運
行
補
助
金
の
交
付
及
び
つ

く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
開
通
を
見
据
え
た

利
用
促
進
策
の
検
討

●
情
報
政
策
経
費１

億
２
８
２
８
万
２
千
円

電
子
自
治
体
構
築
に
向
け
た
情
報
化
の

推
進
や
、
適
正
な
シ
ス
テ
ム
利
用
の
徹

底
及
び
不
正
ア
ク
セ
ス
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ウ
ィ
ル
ス
な
ど
に
対
す
る
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
を
実
施

●
平
成
17
年
国
勢
調
査
経
費

２
０
９
６
万
２
千
円

人
口
、
世
帯
、
就
業
者
別
産
業
構
造
な
ど

か
ら
み
た
日
本
国
内
の
状
況
を
、
地
域
別

に
明
ら
か
に
す
る
統
計
調
査
の
実
施

●
交
通
安
全
施
設
維
持
管
理
事
業

６
０
０
万
円

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
路
面
表
示
の
新
設
・

修
繕
な
ど
を
実
施

●
市
民
活
動
支
援
事
業
（
セ
ン
タ
ー
分
）

４
２
０
万
円

市
民
活
動
の
啓
発
や
相
談
、
情
報
の
提

供
な
ど
市
民
活
動
の
支
援
を
実
施

●
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

99
万
９
千
円

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
の
開
催

及
び
専
門
委
員
会
に
よ
る
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
条
例
・
指
針
の
検
討

●
青
少
年
海
外
派
遣
事
業６

８
１
万
９
千
円

団
員
12
名
と
引
率
者
２
名
を
12
日
間
、

姉
妹
都
市
マ
イ
ン
ブ
ル
ク
市
に
派
遣

●
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業

57
万
５
千
円

男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
を
周
知
す
る

た
め
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
や
、
男

女
共
同
参
画
関
連
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど

の
開
催

●
道
路
照
明
灯
維
持
管
理
事
業

７
２
１
万
７
千
円

交
通
危
険
箇
所
へ
の
道
路
照
明
灯
の
設

置
及
び
既
存
施
設
の
修
繕

●
防
犯
灯
維
持
管
理
事
業

１
９
０
７
万
５
千
円

防
犯
灯
の
新
設
及
び
破
損
箇
所
の
修
繕

●
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
開
業
記
念
イ
ベ

ン
ト
事
業
費

８
０
０
万
円

開
業
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
を

実
行
委
員
会
と
協
働
で
実
施

●
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
経
費

４
３
６
万
４
千
円

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
発
行
及
び

カ
ー
ド
利
用
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

●
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
事
業

４
２
４
万
円

在
宅
の
寝
た
き
り
・
認
知
症
の
高
齢
者

や
重
度
の
障
害
者
な
ど
に
対
し
、
福

祉
・
保
健
・
医
療
の
各
サ
ー
ビ
ス
を
、

関
係
各
機
関
が
連
携
・
提
供
す
る
在
宅

支
援
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
る

●
障
害
者
居
宅
支
援
費４

７
７
８
万
９
千
円

在
宅
で
生
活
す
る
障
害
者
（
児
）
が
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
な
ど
、
利
用
者
本
位
の
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
自
立
支
援
と
介

護
家
族
の
負
担
の
軽
減
を
図
る

●
重
度
障
害
者
（
児
）
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
事
業

１
８
０
万
円

居
住
し
て
い
る
住
宅
を
障
害
に
合
わ
せ
た

状
態
に
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
方
へ
の
助
成

総総  
務務  

費費

民民  

生生  

費費

の

一般会計の使いみち
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●
障
害
者
福
祉
施
設
支
援
費

１
億
３
８
７
万
６
千
円

自
立
し
て
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
困

難
な
障
害
者
が
、
障
害
者
福
祉
施
設
へ

入
所
す
る
た
め
の
支
援

●
生
活
保
護
扶
助
費

１
億
５
４
６
５
万
円

何
ら
か
の
要
因
で
生
活
困
窮
に
陥
り
、

自
分
の
力
で
は
生
計
を
維
持
で
き
な
い

方
に
対
し
、
最
低
限
度
の
生
活
を
保
障

す
る
た
め
の
扶
助

●
医
療
福
祉
費
（
市
単
独
扶
助
）

　

１
９
４
４
万
９
千
円

妊
産
婦
、
乳
幼
児
、
母
子
・
父
子
家
庭

の
外
来
自
己
負
担
金
、
及
び
３
歳
児
の

医
療
費
に
係
る
一
部
負
担
金
を
助
成

●
国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
貸
付
金

８
１
０
万
円

国
民
健
康
保
険
加
入
者
に
対
し
、
高
額

療
養
費
支
給
予
定
額
の
９
割
を
無
利
子

で
貸
し
付
け
る

●
老
人
保
健
高
額
医
療
費
貸
付
金

40
万
２
千
円

老
人
保
健
受
給
者
に
対
し
、
高
額
医
療

費
支
給
予
定
額
を
無
利
子
で
貸
し
付
け
る

●
障
害
者
通
所
事
業

１
１
４
３
万
８
千
円

通
所
者
の
能
力
や
特
性
に
応
じ
た
作
業

訓
練
、
日
常
生
活
訓
練
、
機
能
回
復
訓

練
を
実
施

●
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
事
業

３
６
６
８
万
５
千
円

留
守
家
庭
児
童
（
小
学
１
〜
３
年
生
）

を
放
課
後
預
か
る

※
仲
町
児
童
ク
ラ
ブ
を
増
設
し
、
ひ
が
し

野
地
区
の
入
居
に
対
応

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業

４
２
４
万
７
千
円

育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
人
と
援
助
を

行
い
た
い
人
が
会
員
と
な
り
、
会
員
同

士
で
相
互
援
助
活
動
を
実
施

●
児
童
扶
養
手
当
支
給
事
業

１
億
２
１
９
７
万
６
千
円

父
と
生
計
を
共
に
し
な
い
児
童
の
母
、

又
は
扶
養
義
務
者
に
対
し
て
、
手
当
を

支
給

●
民
間
保
育
所
委
託
経
費

１
億
６
６
９
８
万
１
千
円

市
内
民
間
保
育
所
に
対
す
る
保
育
委
託

●
乳
幼
児
保
育
室
事
業３

３
３
８
万
７
千
円

認
可
外
保
育
所
へ
保
育
業
務
を
委
託
し
、

待
機
児
童
の
解
消
を
図
る

●
児
童
手
当
支
給
事
業

２
億
２
７
３
９
万
８
千
円

小
学
校
第
３
学
年
修
了
前
の
児
童
を
養

育
す
る
所
得
制
限
限
度
額
内
の
方
に
手

当
を
支
給

●
子
育
て
広
場
推
進
事
業６

３
３
万
４
千
円

乳
幼
児
を
持
つ
親
と
そ
の
子
ど
も
が
気

軽
に
集
え
る
場
、
子
育
て
広
場
を
現
在

の
大
柏
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
と
郷
州
小

学
校
に
加
え
、
も
り
や
学
び
の
里
へ
開
設

●
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

７
５
３
万
円

育
児
に
不
安
を
抱
い
て
い
る
親
に
、
地

域
で
子
育
て
を
共
有
で
き
る
居
場
所
を

提
供
し
、
育
児
不
安
の
解
消
や
親
子
の

自
立
支
援
を
し
て
い
く
こ
と
で
親
と
乳

幼
児
の
健
全
育
成
を
図
る

●
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

１
０
７
７
万
８
千
円

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
運

営
事
業
委
託
金

●
老
人
保
護
措
置
費

１
９
４
７
万
３
千
円

養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
者
の
生
活
費
及

び
事
務
費

●
介
護
予
防
・
生
き
が
い
活
動
支
援
事
業

２
５
１
２
万
５
千
円

閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ

や
身
体
の
状
態
に
応
じ
ら
れ
る
よ
う
、

日
常
動
作
訓
練
や
趣
味
活
動
な
ど
の
サ

ー
ビ
ス
を
提
供

※
高
齢
者
が
地
域
で
交
流
・
健
康
づ
く
り

を
行
う
場
と
し
て
、
出
前
サ
ロ
ン
を
増

設
し
、
高
齢
者
の
健
康
状
態
の
向
上
と

社
会
交
流
の
場
を
確
保

●
高
齢
者
生
活
機
能
向
上
事
業

２
７
６
万
３
千
円

日
常
生
活
に
支
障
の
あ
る
高
齢
者
の
早

期
発
見
に
努
め
、
生
活
機
能
を
向
上
さ

せ
る
た
め
の
指
導
訓
練
を
行
い
、
要
介

護
状
態
へ
の
進
行
を
予
防

●
居
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負
担
軽
減
事
業

４
６
４
万
円

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
で
発
生
す

る
10
％
の
自
己
負
担
が
、
低
所
得
の
た

め
支
払
い
困
難
と
な
っ
た
方
に
対
し
利

用
料
の
一
部
を
助
成

一般会計の使いみち
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●
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
運
営
費

５
４
７
万
６
千
円

取
手
・
守
谷
北
相
馬
休
日
夜
間
緊
急
診

療
所
の
運
営
を
医
師
会
病
院
に
委
託

●
各
種
検
診
事
業

７
６
７
７
万
３
千
円

結
核
・
胃
が
ん
・
子
宮
が
ん
・
肺
が
ん
・

乳
が
ん
・
か
く
た
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
、

健
康
づ
く
り
健
康
診
査
、
基
本
健
康
診

査
、
Ｂ
・
Ｃ
型
肝
炎
検
査
を
実
施

●
妊
婦
・
乳
幼
児
等
事
業

１
７
９
８
万
９
千
円

妊
婦
、
乳
幼
児
の
各
種
教
室
や
健
康
診

査
を
実
施

●
健
康
づ
く
り
事
業

１
２
６
万
円

健
康
相
談
会
や
健
康
教
育
、
各
世
代
に

合
わ
せ
た
健
康
教
室
を
開
催
し
、
生
活

習
慣
の
改
善
や
疾
病
の
予
防
を
図
る

●
予
防
接
種
事
業

４
３
１
９
万
７
千
円

各
種
予
防
接
種
を
実
施
し
、
感
染
症
の

発
生
及
び
蔓ま

ん

延え
ん

の
予
防
を
図
る

●
環
境
推
進
事
業

３
９
５
万
５
千
円

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
者
及
び
雨

水
貯
留
槽
設
置
者
に
対
す
る
補
助

●
公
害
対
策
関
係
経
費

３
６
０
万
８
千
円

河
川
・
農
業
用
水
路
及
び
井
戸
水
の
水

質
検
査
、
幹
線
道
路
の
騒
音
・
振
動
及

び
二
酸
化
窒
素
測
定
を
実
施

●
廃
棄
物
減
量
等
推
進
事
業

８
４
４
万
２
千
円

資
源
ご
み
回
収
報
奨
金
の
交
付
及
び
生

ご
み
処
理
機
等
購
入
費
の
補
助

●
塵じ

ん

芥か
い

処
理
事
業１

億
１
０
０
３
万
６
千
円

ご
み
集
積
所
か
ら
の
収
集
運
搬
費

●
常
総
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
負
担
金

３
億
６
０
１
０
万
４
千
円

一
般
廃
棄
物
の
処
理
及
び
資
源
化
を
実

施
し
て
い
る
環
境
セ
ン
タ
ー
（
事
務
組

合
）
に
対
す
る
負
担
金

●
水
田
農
業
構
造
改
革
対
策
事
業

２
２
３
８
万
２
千
円

需
要
に
応
じ
た
米
の
計
画
的
生
産
の
た

め
の
補
助

●
土
に
親
し
む
農
園
事
業

47
万
８
千
円

家
庭
菜
園
と
し
て
84
区
画
の
農
園
を
提

供
。
利
用
者
に
野
菜
作
り
の
講
演
会
を

実
施

●
制
度
資
金
利
子
補
給
事
業

１
９
９
万
３
千
円

農
業
者
が
効
率
の
良
い
農
作
業
を
行
う

た
め
に
農
業
施
設
・
機
械
を
導
入
す
る

際
、
農
協
な
ど
の
金
融
機
関
か
ら
融
資

を
受
け
た
場
合
に
発
生
す
る
利
子
の
補

給
を
行
う

●
中
小
企
業
事
業
資
金
経
費

４
２
４
９
万
４
千
円

市
内
の
中
小
企
業
者
に
対
す
る
事
業
資

金
の
融
資
斡あ

っ

旋せ
ん

と
こ
れ
に
関
す
る
保
証

を
実
施

●
も
り
や
ア
ヤ
メ
祭
り

１
３
３
万
８
千
円

６
月
第
２
日
曜
日
を
ア
ヤ
メ
祭
り
の
日

と
し
、
四
季
の
里
公
園
に
お
い
て
イ
ベ

ン
ト
を
実
施

●
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
事
業

１
４
２
万
円

消
費
生
活
相
談
員
が
、
契
約
の
ト
ラ
ブ

ル
や
商
品
の
欠
陥
な
ど
消
費
者
か
ら
の

相
談
に
対
応

●
道
路
維
持
総
務
費

２
０
０
７
万
２
千
円

道
路
清
掃
・
路
肩
除
草
及
び
道
路
排
水

施
設
の
清
掃
な
ど
を
実
施

●
道
路
補
修
経
費１

億
３
３
９
０
万
７
千
円

道
路
状
況
が
悪
化
し
た
箇
所
を
補
修
。

常
磐
道
跨こ

道ど
う

橋
耐
震
補
強
工
事
を
委
託

●
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業

６
０
０
万
円

市
内
幹
線
道
路
及
び
通
学
路
へ
の
区
画

線
な
ど
を
設
置

●
道
路
新
設
改
良
事
業６

８
４
６
万
７
千
円

生
活
道
路
の
拡
幅
整
備
と
し
て
、測
量
、用

地
買
収
、
改
良
工
事
な
ど
12
路
線
を
実
施

●
坂
町
清
水
線
整
備
事
業

１
億
８
９
０
０
万
２
千
円

道
路
新
設
の
た
め
の
家
屋
調
査
、
用
地

買
収
及
び
補
償

●
郷
州
沼
崎
線
整
備
事
業

３
２
６
６
万
７
千
円

道
路
新
設
の
た
め
の
測
量
、
自
然
環
境

調
査
委
託
、
水
路
開
削
工
事
を
実
施

●
み
ず
き
野
大
日
線
整
備
事
業

２
５
０
０
万
円

道
路
改
良
工
事
を
実
施

●
緑
化
推
進
啓
発
事
業

４
１
７
万
２
千
円

緑
地
や
樹
木
の
保
存
な
ど
に
対
す
る
助
成

●
公
園
維
持
管
理
経
費

２
億
８
１
９
１
万
１
千
円

衛衛  

生生  

費費

農
林
水
産
業
費

農
林
水
産
業
費

商商  

工工  

費費

土土  

木木  

費費

一般会計の使いみち
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公
園
内
の
植
栽
管
理
、
遊
歩
道
な
ど
の

維
持
管
理
、
公
園
内
清
掃
、
施
設
の
修

繕
な
ど

●
公
園
緑
地
里
親
事
業

11
万
６
千
円

公
園
の
里
親
団
体
へ
の
支
援

●
常
備
消
防
費

８
億
６
１
８
４
万
４
千
円

常
総
広
域
消
防
の
管
理
・
運
営
に
対
す

る
負
担
金

●
消
防
団
員
活
動
費

３
０
８
７
万
７
千
円

消
防
団
員
に
対
す
る
報
酬
、
報
償
、
費

用
弁
償
（
各
種
訓
練
な
ど
）
な
ど
で
、

団
員
の
被
服
及
び
公
務
災
害
を
主
と
す

る
補
償
な
ど
の
共
済
負
担
金
を
含
む
経
費

●
消
防
施
設
整
備
事
業

２
６
３
万
１
千
円

防
火
水
槽
解
体
及
び
消
防
用
具
格
納
箱

設
置
工
事

●
教
育
相
談
経
費

１
４
８
万
７
千
円

相
談
員
２
名
が
、
週
３
回
電
話
や
面
談

な
ど
の
相
談
活
動
を
実
施

●
英
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
経
費

６
４
９
６
万
１
千
円

各
小
・
中
学
校
に
英
語
指
導
助
手
を
派
遣

●
小
学
校
教
育
用
パ
ソ
コ
ン
経
費

２
９
４
５
万
円

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
室
用
パ
ソ
コ
ン
の
賃

借
料
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
料

●
小
学
校
施
設
買
収
費

３
億
５
９
８
６
万
５
千
円

都
市
再
生
機
構
及
び
三
井
不
動
産（
株
）

に
対
し
、
学
校
建
設
立
替
金
（
郷
州
・

御
所
ケ
丘
・
松
ケ
丘
・
大
井
沢
・
松
前

台
小
学
校
）
を
償
還

●
中
学
校
教
育
用
パ
ソ
コ
ン
経
費

２
７
８
７
万
５
千
円

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
室
用
パ
ソ
コ
ン
な
ど

の
賃
借
料
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
料

●
中
学
校
施
設
買
収
費

１
億
５
６
４
９
万
５
千
円

都
市
再
生
機
構
に
対
し
、
学
校
建
設
立

替
金
（
御
所
ケ
丘
・
け
や
き
台
中
学

校
）
を
償
還

●
中
学
校
施
設
維
持
補
修
事
業

２
２
０
９
万
１
千
円

愛
宕
中
学
校
武
道
場
の
屋
根
劣
化
に
伴

う
補
修
工
事

●
け
や
き
台
中
学
校
校
舎
増
築
事
業

４
億
６
０
５
７
万
６
千
円

け
や
き
台
中
学
校
校
舎
増
築
工
事

※
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
４
階
建
・
建
築

面
積
１
９
２
７
㎡
・
普
通
教
室
６
室
・

特
別
教
室
５
室
な
ど

●
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
事
業

５
３
２
８
万
７
千
円

私
立
幼
稚
園
に
在
園
す
る
園
児
の
保
護

者
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付

●
私
立
幼
稚
園
児
保
育
料
補
助
金

２
７
８
４
万
円

私
立
幼
稚
園
に
在
園
す
る
す
べ
て
園
児

の
保
育
料
を
補
助

●
自
治
公
民
館
建
設
補
助
事
業３

０
０
万
円

自
治
公
民
館
建
設
事
業
（
新
築
・
増
改

築
）
を
行
う
区
に
対
し
、
予
算
の
範
囲

内
で
事
業
費
の
２
分
の
１
を
補
助

●
給
食
事
業
運
営
経
費

２
億
９
２
３
８
万
８
千
円

一
日
平
均
５
４
５
７
食
、
年
間
１
９
４

日
の
調
理
及
び
配
給

●
図
書
館
活
動
費

４
４
０
４
万
２
千
円

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
及
び
携
帯
電
話
に
よ

る
予
約
・
リ
ク
エ
ス
ト
や
資
料
検
索
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
、
更
に
利
用
者

用
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
端
末
機
に
よ
る
情

報
収
集
の
環
境
整
備
を
図
る

●
図
書
資
料
等
整
備
費３

３
７
６
万
３
千
円

幼
児
か
ら
成
人
に
至
る
ま
で
幅
広
い
年

齢
層
の
方
の
要
望
に
応
じ
た
資
料
の
収

集
・
整
備

●
市
債
元
金
償
還
金

11
億
５
２
６
２
万
８
千
円

借
入
金
に
対
す
る
元
金
の
返
済

●
市
債
利
子
等
償
還
金

４
億
５
８
９
６
万
１
千
円

借
入
金
に
対
す
る
利
子
の
返
済

公公  

債債  

費費

消消  
防防  
費費

教教  

育育  

費費

一般会計の使いみち
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介
護
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

守
谷
駅
周
辺
一
体
型
土
地
区
画

守
谷
駅
周
辺
一
体
型
土
地
区
画

　
　
　
　

整
理
事
業
特
別
会
計

　
　
　
　

整
理
事
業
特
別
会
計

公
共
用
地
先
行
取
得
事
業

公
共
用
地
先
行
取
得
事
業

　
　
　
　
　
　

特
別
会
計

　
　
　
　
　
　

特
別
会
計

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

●
保
険
給
付
費

21
億
４
３
１
７
万
６
千
円

国
保
（
一
般
・
退
職
）
加
入
者
に
対
し

て
、
疾
病
・
負
傷
な
ど
に
要
し
た
医
療

費
を
給
付

●
疾
病
予
防
費

１
０
７
３
万
７
千
円

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
検
診
助
成
及

び
医
療
費
通
知
の
発
送

●
医
療
給
付
費

21
億
７
２
０
０
万
円

老
人
医
療
受
給
者
に
対
し
て
疾
病
・
負

傷
に
要
し
た
医
療
費
を
給
付

●
老
人
保
健
審
査
支
払
手
数
料

９
９
１
万
５
千
円

支
払
基
金
及
び
国
保
連
合
会
に
委
託
し

て
い
る
診
療
報
酬
請
求
の
審
査
及
び
支

払
事
務
の
手
数
料

●
介
護
保
険
事
業
計
画
等
策
定
事
業

５
２
５
万
円

介
護
保
険
制
度
の
円
滑
な
推
進
を
図
る

た
め
、
平
成
18
年
度
か
ら
５
か
年
の
介

護
保
険
事
業
計
画
な
ど
を
策
定

●
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

４
８
７
万
円

要
介
護
認
定
者
が
受
け
た
居
宅
サ
ー
ビ

ス
又
は
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
利
用
者

負
担
額
が
著
し
く
高
額
で
あ
る
と
き
に
、

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
を
支
給
し
、
利

用
者
負
担
の
軽
減
を
図
る

●
土
地
区
画
整
理
事
業
工
事
費

12
億
９
６
２
３
万
５
千
円

柿
沼
踏
切
拡
幅
、
区
画
道
路
、
都
市
計

画
道
路
、
東
・
西
口
駅
前
広
場
造
成
、

上
下
水
道
、
公
園
工
事
な
ど
を
実
施

●
土
地
区
画
整
理
事
業
補
償
費

14
億
３
３
７
１
万
８
千
円

家
屋
移
転
補
償
費
及
び
家
屋
移
転
補
償

調
査
を
実
施

●
公
共
用
地
先
行
取
得
事
業
債
元
金
償
還
金

３
億
２
７
２
万
円 

文
化
施
設
用
地
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
用
地
取
得
に
要
し
た
借
入
金
に
対
す

る
元
金
の
返
済

●
公
共
用
地
先
行
取
得
事
業
債
利
子
償
還
金

１
８
１
９
万
８
千
円

文
化
施
設
用
地
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
用
地
取
得
に
要
し
た
借
入
金
に
対
す

る
利
子

●
農
業
集
落
排
水
施
設
維
持
管
理
経
費

１
２
２
０
万
９
千
円

処
理
場
の
運
転
管
理
・
汚
泥
運
搬
及
び

中
継
ポ
ン
プ
場
の
運
転
管
理

●
原
水
及
び
浄
水
費
（
収
益
的
支
出
）

５
億
２
５
９
９
万
円

県
南
広
域
水
道
用
水
供
給
事
業
（
利
根

川
浄
水
場
）
か
ら
の
受
水
費
及
び
施
設

の
運
転
管
理
委
託
費

●
配
水
及
び
給
水
費
（
収
益
的
支
出
）

１
億
２
６
６
１
万
２
千
円

浄
水
場
内
の
送
・
配
水
施
設
の
運
転
管

理
と
水
質
検
査
を
委
託
。
配
水
管
（
消

火
栓
を
含
む
）
及
び
給
水
管
の
維
持
管

理
を
す
る
た
め
の
経
費

●
上
水
道
建
設
費
（
資
本
的
支
出
）

７
億
１
８
７
３
万
８
千
円

電
気
・
中
央
監
視
設
備
更
新
工
事
及
び

配
水
管
の
布
設
・
布
設
替
工
事
を
実
施

●
管か

ん

渠き
ょ

費
（
収
益
的
支
出
）

１
億
２
７
０
１
万
４
千
円

汚
水
管
渠
の
調
査
・
清
掃
及
び
各
排
水

樋ひ

管か
ん

管
理
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
天
端
調
整

工
事
、
国
道
２
９
４
号
拡
幅
工
事
に
伴

う
汚
水
管
渠
の
布
設
替
工
事
な
ど
を
実
施

●
下
水
道
建
設
費
（
資
本
的
支
出
）

４
億
１
２
９
９
万
９
千
円

都
市
軸
道
路
の
汚
水
管
渠
布
設
、
小
山

地
区
の
面
整
備
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
第
２

次
改
築
更
新
設
計
及
び
南
守
谷
４
号
雨

水
幹
線
の
工
事
な
ど
を
実
施

介
護
保
険
特
別
会
計

守
谷
駅
周
辺
一
体
型
土
地
区
画

　
　
　
　

整
理
事
業
特
別
会
計

公
共
用
地
先
行
取
得
事
業

　
　
　
　
　
　

特
別
会
計

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

のの

老
人
保
健
特
別
会
計

老
人
保
健
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

老
人
保
健
特
別
会
計

水
道
事
業
会
計

水
道
事
業
会
計

水
道
事
業
会
計

公
共
下
水
道
事
業
会
計

公
共
下
水
道
事
業
会
計

公
共
下
水
道
事
業
会
計

特別会計・公営企業会計の使いみち
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□
退
任
・
退
職

▼
生
活
経
済
部
長　

笠
見
陣
▼

生
涯
学
習
課
主
査
（
公
民
館
運

営
担
当
）
兼
高
野
公
民
館
長　

小

川
桂
子
▼
保
健
セ
ン
タ
ー　

主
任

（
管
理
栄
養
士
）
鹿
又
陽
子　

保

健
師　

大
島
由
三
子
▼
指
導
室

指
導
主
事　

慶
野
好
子

□
新
任

▼
指
導
室 

指
導
主
事　

辺
見
芳
宏

□
昇
任
・
異
動
・
新
規
採
用

●
総
務
部

次
長
兼
企
画
課
長　

笠
川
悦
範

（
下
水
道
課
長
兼
浄
化
セ
ン
タ

ー
長
）、
参
事
補
・
税
務
担
当
兼
収

納
推
進
室
長　

大
徳
清
（
水
道
事

務
所
長
）▼
総
務
課　

係
長　

高

橋
弘
人
（
秘
書
課
係
長
）
▼
秘

書
課　

課
長
兼
駅
周
辺
ま
ち

づ
く
り
推
進
室
長　

岡
田
宏
美

（
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

長
）
▼
企
画
課　

主
査
・
政
策

推
進
担
当　

長
塚
俊
一
（
建
設

課
長
補
佐
）、
主
事　

槙
野
一

磨
（
新
規
採
用
）
▼
財
政
課　
係

長　
石
塚
成
美
（
経
済
課
係
長
）、

技
師　

浅
川
知
恵
子（
新
規
採
用
）

▼
税
務
課　

係
長　

高
橋
賢
一

郎
（
議
会
事
務
局
主
任
）
▼
収
納

推
進
室　

主
査
・
徴
収
担
当　

永

田
映
夫　
（
生
涯
学
習
課
主
査
・

公
民
館
運
営
担
当
兼
中
央
公
民

館
長
）、　

主
査
・
徴
収
担
当　

飯

塚
和
廣
（
生
涯
学
習
課
主
査
・

公
民
館
運
営
担
当
兼
北
守
谷
公

民
館
長
）、
係
長　

中
村
久
江

（
税
務
課
係
長
）、
係
長　

森
山
千

恵
子
（
税
務
課
主
任
）

●
生
活
経
済
部

部
長　

石
塚
秀
春
（
教
育
部

長
）、
次
長
兼
く
ら
し
の
支
援

課
長　

寺
田
功
一（
秘
書
課
長
）

▼
く
ら
し
の
支
援
課　

副
参

事
・
活
動
支
援
・
交
通
防
犯
担

当　

染
谷
晃
次
（
生
涯
学
習
課

長
補
佐
）、
課
長
補
佐　

豊
谷

如
秀
（
同
課
主
査
・
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
担
当
）
▼
総
合

窓
口
課　

主
査
・
お
客
様
相
談

担
当　

高
橋
由
紀
子
（
く
ら
し

の
支
援
課
長
補
佐
）、
係
長　

飯

沼
正
志
（
社
会
福
祉
課
係
長
）、

係
長　

相
良
弘
美
（
国
保
年
金

課
係
長
）
▼
経
済
課　

課
長　

椎

名
一
夫
（
都
市
計
画
課
長
）、
主

査
・
消
費
生
活
・
商
工
観
光
担

当　

稲
見
三
枝
子
（
守
谷
駅
周

辺
区
画
整
理
事
務
所
係
長
）、
係

長　

出
野
勝
美
（
税
務
課
係
長
）

▼
生
活
環
境
課　

課
長　

上
野
久

芳
（
生
涯
学
習
課
長
）

●
保
健
福
祉
部

次
長
兼
国
保
年
金
課
長　

茂
呂

茂
（
児
童
福
祉
課
長
）、
参
事

補
・
福
祉
事
務
所
担
当
兼
介
護

福
祉
課
長
兼
福
祉
事
務
所
次

長　

松
丸
美
恵
子
（
介
護
福

祉
課
長
）
▼
社
会
福
祉
課　

係

長　

椎
名
理
智
子
（
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
係
長
）
▼
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー　

所
長
補
佐　

中

島
弘
（
介
護
福
祉
課
係
長
）、

係
長　

染
谷
節
子
（
生
活
環
境
課

係
長
）、
主
任
生
活
指
導
員　

奥

村
賀
子
（
同
所
主
任
）
▼
児
童

福
祉
課　

課
長　

比
前
静
代

（
同
課
副
参
事
・
保
育
所
担

当
）、
課
長
補
佐　

山
崎
浩

行
（
総
務
課
係
長
）、
係
長　

寺

田
ひ
と
み（
総
合
窓
口
課
係
長
）

▼
土
塔
中
央
保
育
所　

主
任
保

育
士　

笠
川
厚
子
（
北
園
保
育

所
主
任
保
育
士
）
▼
北
園
保
育

所　

主
任
保
育
士　

羽
鳥
三
重

子
（
土
塔
中
央
保
育
所
主
任
保

育
士
）、　

主
任
保
育
士　

中
川
真

知
子
（
同
所
主
幹
）、
主
任
保
育

士　

上
野
美
津
子
（
同
所
主
任
）

▼
介
護
福
祉
課　

係
長　

長
田
誠

（
財
政
課
主
計
員
）
▼
保
健
セ
ン

タ
ー　

係
長　

中
山
佳
子
（
税

務
課
係
長
）、
係
長　

高
田
明

美
（
同
所
主
任
・
保
健
師
）、
係

長　

稲
葉
み
ど
り
（
同
所
主

任
・
保
健
師
）、
保
健
師　

矢

部
友
美
（
新
規
採
用
）
▼
国
保

年
金
課　

主
事　

鈴
木
直
子

（
新
規
採
用
）

●
都
市
整
備
部

次
長
兼
都
市
計
画
課
長　

笠
見

吉
代
（
生
活
環
境
課
長
）
▼
都

市
計
画
課　

係
長　

富
永
勝
男

（
建
設
課
係
長
）
▼
建
設
課　

課

長　

高
橋
要
（
守
谷
駅
周
辺
区

画
整
理
事
務
所
長
補
佐
）、
課

長
補
佐　

中
村
光
洋
（
水
道
事
務

所
長
補
佐
）、
係
長　

鮎
川
健
一

（
下
水
道
課
係
長
）、
主
事　

平
塚

真
之
（
新
規
採
用
）
▼
守
谷

駅
周
辺
区
画
整
理
事
務
所　

所

長
補
佐　

古
谷
浩
一
（
同
所

係
長
）、係
長　

矢
田
貝
緑（
農

業
委
員
会
事
務
局
係
長
）、

●
会
計
課　

参
事
補
・
出
納
担

当
兼
課
長　

菊
地
充
（
生
活
経

済
部
次
長
兼
く
ら
し
の
支
援
課

長
）、
課
長
補
佐　

小
橋
洋
子

（
総
合
窓
口
課
主
査
・
お
客
様

相
談
担
当
）、
係
長　

上
林
純
子

（
秘
書
課
係
長
）、
係
長　

新
島

富
夫（
く
ら
し
の
支
援
課
係
長
）

●
議
会
事
務
局　

局
長
補
佐　

菅

谷
智
弘
（
財
政
課
係
長
）

●
教
育
委
員
会

部
長　

弘
澤
廣
（
総
務
部
次
長

兼
企
画
課
長
）、
次
長
兼
学
校

教
育
課
長　

五
十
川
芳
道
（
保

健
福
祉
部
次
長
兼
福
祉
事
務
所

次
長
）
▼
生
涯
学
習
課　

課

長　

中
谷
文
男
（
学
校
教
育
課

長
）、
副
参
事
・
公
民
館
運
営

担
当
兼
中
央
公
民
館
長　

瀬
尾

勝
重
（
経
済
課
長
）、
副
参
事
・

公
民
館
運
営
担
当
兼
高
野
公
民

館
長　

矢
田
貝
成
人
（
会
計
課

長
）、
課
長
補
佐　

飯
塚
哲
夫

（
都
市
計
画
課
係
長
）、
主
査
・

公
民
館
運
営
担
当
兼
北
守
谷
公

民
館
長　

岡
田
啓
子
（
議
会
事

務
局
係
長
）

●
農
業
委
員
会
事
務
局　

係

長　

吉
岡
光
枝（
会
計
課
係
長
）

●
上
下
水
道
事
務
所　

所
長
兼

課
長
兼
浄
化
セ
ン
タ
ー
長　

染

谷
精
一
（
都
市
整
備
部
次
長
兼

建
設
課
長
）
▼
上
下
水
道
課　

課

長
補
佐　

寺
田
弘
（
学
校
教
育

課
係
長
）

□
茨
城
県
派
遣

▼
総
務
部
市
町
村
課　

森
真
也

（
く
ら
し
の
支
援
課
主
事
）

※敬称略。（　）内は前課職名

守谷市職員守谷市職員の人事異動人事異動守谷市職員守谷市職員のの人事異動人事異動
～係長以上の異動についてお知らせします～



秋葉原～

守谷間の

所要時間

　32分

約35分

約40分

20 

つ
く
ば

○

○

19 

研
究
学
園

○

18 

万
博
記
念
公
園

○

17 

み
ど
り
の

○

16 
み
ら
い
平

○

15 
守　

谷

◎

◎

◎

14 

柏
た
な
か

○

13 

柏
の
葉
キ
ャ
ン
パ
ス

○

○

12 

流
山
お
お
た
か
の
森

○

○

○

11 

流
山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク

○

10 

南
流
山

○

○

○

09 

三
郷
中
央

○

○

08 

八　

潮

○

○

07 

六　

町

○

06 

青　

井

○

05 

北
千
住

○

○

○

04 

南
千
住

○

○

○

03 

浅　

草

○

○

○

02 

新
御
徒
町

○

○

○

01 

秋
葉
原

○

○

○

　
　
　

駅　
　

名

快　　速

区間快速

普　　通

列車種類

朝間帯

7：30 ～

8：30

昼間帯

10：00 ～

16：00

夕間帯

17：00 ～

20：00

快　　速 ３本（２） ２本（２） ２本（２）

区間快速 ３本（３） ２本（２） ３本（２）

普　　通 ６本（０） ４本（０） ５本（０）

○平日ダイヤ

列車種類

朝間帯

7：30 ～

8：30

昼間帯

10：00 ～

16：00

夕間帯

17：30 ～

20：30

快　　速 ４本（２） ２本（２） ３本（２）

区間快速 ４本（４） ２本（２） ３本（３）

普　　通 ８本（０） ４本（０） ６本（０）

※（　）は、つくば発着の列車本数
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◎
新
設　

収
納
推
進
室　

　

市
税
収
納
率
を
高
め
、
財
源

と
税
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た

め
、
税
務
課
か
ら
収
納
部
門
を

分
離
し
、
収
納
効
率
を
高
め
る
。

◎
統
合　

上
下
水
道
課

　

水
道
事
業
及
び
下
水
道
事
業
は
、

料
金
徴
収
や
施
設
の
維
持
管
理

な
ど
業
務
が
類
似
し
て
い
る
。

　

下
水
道
事
業
の
市
内
全
域
の

整
備
が
ほ
ぼ
完
了
す
る
の
を
契

機
に
、
上
下
水
道
事
業
を
一
本

化
し
て
事
業
の
効
率
化
を
図
る
。

　

３
月
31
日
で
、
第
２
期
目
の

任
期
が
満
了
と
な
っ
た
高
橋
助

役
が
、
引
き
続
き
４
月
１
日
か

ら
４
年
間
、
市
長
の
補
佐
役
を

務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▼
住
所　

守
谷
市
立
沢
１
２
２
８

▼
生
年
月
日　

昭
和
20
年
９
月

９
日
（
59
歳
）

●問合先　市役所都市計画課 内線241●TX開業まであと約4か月

つくばエクスプレス

Ｔ Ｘ 情 報
今回は、３月25日に首都圏新都市鉄道から
発表された快速停車駅やダイヤなどの運行
計画の概要をお知らせします。

■快速停車駅

■時間帯別列車本数（秋葉原～守谷　１時間当たりの片道列車本数）
○土曜・休日ダイヤ

　初列車（普通） 終列車（普通）

　●上り　守谷発  ５時09分 ⇒ 秋葉原着  ５時48分 ●下り　秋葉原発  ０時15分 ⇒ 守谷着  ０時55分

■初・終列車（平日ダイヤ、土曜・休日ダイヤ共通）

 

４
月
１
日
か
ら

　

 

市
組
織
の
一
部
が

　
　
　
　
　

 

変
わ
り
ま
す高

たか

橋
はし

  一
かず

成
なり

高
橋
一
成
氏　

高
橋
一
成
氏　

　
　
　
　

助
役
に
再
任

　
　
　
　

助
役
に
再
任

高
橋
一
成
氏　

　
　
　
　

助
役
に
再
任
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No. サークル名 内　　容

 募集の
   　 有　無

 
No. サークル名 内　　容

 募集の
   　 有　無

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

アトリエ彩

アトリエ絵
かい

我
が

楽
ら

絵の広場

サークルアート

守谷ペインティングクラブ

光
こう

和
わ

会

華の会

水曜会

絵手紙パレット

絵手紙ふれあいの会

守谷健康文化フォーラム

気功クラブ

ボディーバランスエクササイズ

木曜会

琴・三
さんげん

絃クラブ

新守谷社交ダンスクラブ

ダイヤモンドナイト

手話サークル　トゥインクル

水墨画サークル

アンジュ

気功推
すい

手
しゅ

大
たい

夢
む

琴
きんれい

麗会

大正琴浪漫クラブ

アンティークローズ

バーガンディーローズ

ピンクエンジェル

ブーケピンク

カトレア

コスモス

朋友会

護身空手

ハイビスカス

フラサークル　モハラ

ホームヨーガ

書道クラブ

書道サークル

書風の会

クッキングミセス

木
こ

鉢
ね

の会

さくら会

ショコラ

ブルーフェアリー

ポピーオレンジ

新守谷あやめ会

むくろじ

ビーズサークル夢工房

油　絵

生け花

囲　碁

絵手紙

気　功

健康体操

琴・三絃

社　交

ダンス

手　話

水墨画

ステンドグラス

太極拳

大正琴

トールペイン

ティング

戸塚刺
し

繍
しゅう

日本舞踊

武　道

フラダンス

ホームヨガ

毛筆書写

料　理

そば作り

カラオケ

フラワーアレンジメント

パンフラワー

トールペイント

民　舞

葉書絵

ビーズ

有

有

無

無

有

無

有

有

有

有

有

有

無

有

有

無

有

無

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有
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市
の
政
策
立
案
や
決
定
に
女

性
が
も
っ
と
参
画
す
る
た
め
に

は
、「
女
性
一
人
ひ
と
り
が
行

政
の
政
策
に
も
っ
と
関
心
を
持

つ
よ
う
に
す
る
こ
と
」
が
求
め

ら
れ
、
第
一
に
「
女
性
自
身
の

意
識
が
低
く
、
行
政
に
興
味
関

心
が
薄
い
か
ら
政
策
立
案
に
女

性
の
意
見
が
反
映
さ
れ
て
い
な

い
」
と
の
考
え
が
、
一
般
的
で

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

20
〜
30
代
の
男
女
は
、「
女

性
議
員
を
増
や
す
」「
行
政
の

管
理
職
に
女
性
を
増
や
す
」
と

い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
、
行
政
・

政
治
の
分
野
で
推
進
す
る
こ
と

を
強
く
求
め
て
お
り
、
意
識
を

問
う
よ
り
現
実
的
な
制
度
の
整

備
が
効
果
的
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

政
治
や
行
政
の
分
野
に
女
性

が
進
出
し
て
い
な
い
原
因
を
見

る
と
、
女
性
は
「
家
族
（
夫
）

の
協
力
不
足
と
行
政
や
社
会
全

体
の
意
識
不
足
」
を
、
男
性
は

「
女
性
の
意
識
不
足
」
を
お
互

い
に
指
摘
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る

根
拠
法
で
あ
る
「
男
女
共
同
参

画
社
会
基
本
法
」
の
周
知
度
は

低
く
、
男
女
共
同
参
画
の
意
味

す
る
と
こ
ろ
や
目
指
す
も
の
を

基
本
法
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、

丁
寧
に
市
民
に
周
知
さ
せ
る
こ

と
が
急
務
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

行
政
へ
の
要
望
で
は
、
保
育

所
・
学
童
保
育
な
ど
の
保
育
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
、
雇
用
の
場
に

お
け
る
男
女
平
等
の
促
進
が
挙

げ
ら
れ
て
お
り
、
今
す
ぐ
に
対

策
を
検
討
せ
ね
ば
な
ら
な
い
部

分
で
も
あ
り
ま
す
。

　

多
様
な
人
々
す
べ
て
の
生
活

に
寄
り
添
っ
た
行
政
の
姿
勢
が
、

守
谷
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
上
で
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
５
回
に
渡
り
、
市

民
意
識
調
査
の
結
果
を
お
知
ら

せ
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
調
査

結
果
に
基
づ
い
て
「
守
谷
市
男

女
共
同
参
画
推
進
計
画
」
が
策

定
さ
れ
、
平
成
17
年
度
か
ら
積

極
的
に
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。（
ハ
ー
モ
ニ
ー
懇
話
会
）

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査　

そ
の
５

　
　

〜
市
の
施
策
・
行
政
の
あ
り
方
〜

男
と
女
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

明
日
に
向
け
て
素
敵
な
関
係 

⑱ 

男
と
女
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

男
と
女
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

明
日
に
向
け
て
素
敵
な
関
係

明
日
に
向
け
て
素
敵
な
関
係 

⑱ 

ひ
と
ひ
と
ひ
と

ひ
と
ひ
と
ひ
と

男
と
女
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

明
日
に
向
け
て
素
敵
な
関
係 

⑱ 
この春新しいことを始めてみよう！

●問合先

　文化会館

　☎48-7911
文化会館定期サークル紹介



情　報
ひろば
くらし・環境・交通

届出・証明・税・年金

子ども

高齢者

教室・講座・イベント

情報・参加・交流

仕　事

 

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

 

お
知
ら
せ
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お知らせ

水
道
検
針
に
つ
い
て
の

お
願
い

　

水
道
事
務
所
で
は
、
検
針
業

務
を
民
間
業
者
へ
委
託
し
て

い
ま
す
。
２
か
月
ご
と
（
偶
数

月
）
に
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
あ

る
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
を
行

い
、「
使
用
水
量
・
料
金
等
の
お

知
ら
せ
」
を
投
函
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
度
の
検
針
委
託
業

者
は
、
シ
ー
デ
ー
シ
ー
情
報
シ

ス
テ
ム
（
株
）
で
す
。
ま
た
、
新

し
く
水
道
開
閉
栓
業
務
も
委
託

と
な
り
ま
す
。
検
針
員
及
び
開

閉
栓
員
は
、
身
分
証
明
書
及
び

名
札
・
制
服
着
用
で
訪
問
し
ま

す
。
な
お
、
効
率
よ
い
業
務
の

た
め
、
次
の
点
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

● 

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に

物
を
置
か
な
い

● 
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に

は
水
や
泥
が
入
ら
な
い
よ
う

き
れ
い
に
し
て
お
く

● 

犬
は
水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
離

れ
た
場
所
に
つ
な
ぐ

● 

増
改
築
な
ど
で
水
道
メ
ー
タ

　

 

ー
が
室
内
や
床
下
に
な
る
場

合
は
、
検
針
し
や
す
い
場
所

に
移
動
さ
せ
る

◆
漏
水
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

水
の
出
が
悪
い
、
地
面
が
湿
っ

て
い
る
、
使
用
水
量
が
多
い
な

ど
の
現
象
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
蛇

口
を
全
部
閉
め
て
水
道
メ
ー
タ

ー
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
パ
イ

ロ
ッ
ト（
銀
色
の
八
角
形
の
も

の
）が
回
っ
て
い
た
ら
漏
水
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
市

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ

修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

放
置
す
る
と
、
多
額
な
上
下

水
道
料
金
が
発
生
し
、
使
用
者

の
負
担
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
上
下
水
道
事
務
所
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先　

上
下
水
道
事
務
所

業
務
Ｇ　

☎
48
―
１
８
４
２

自
動
車
税
の

休
日
納
税
・
相
談
窓
口

　

稲
敷
県
税
事
務
所
で
は
、
自

動
車
税
に
つ
い
て
休
日
納
税
・

相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
平

日
に
納
税
が
で
き
な
い
方
は
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

５
月
28
日（
土
）・
29

日（
日
）
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
▼
内
容　

自
動
車
税
の

納
税
及
び
納
税
相
談
な
ど

▼
問
合
先　

稲
敷
県
税
事
務
所

☎
０
２
９
―
８
９
２
―
６
１
１
１

５
月
５
日
〜
11
日

児
童
福
祉
週
間

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、

健
や
か
に
生
ま
れ
育
つ
こ
と
、
こ

れ
は
私
た
ち
の
願
い
で
す
。　

　

こ
の
児
童
福
祉
の
理
念
を
、

多
く
の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
も

ら
い
、
社
会
全
体
で
児
童
を
育

ん
で
い
こ
う
と
い
う
意
識
の
普

及
の
た
め
に
、
児
童
週
間
が
定

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
期
間
中
、
各
児
童
ク

ラ
ブ
の
子
ど
も
た
ち
が
「
大

き
な
未
来
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

共
同
制
作
し
た
作
品
を
展
示
し
、

児
童
愛
護
の
精
神
の
啓
発
に
努

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
ク
ラ
ブ
ご
と

に
力
を
合
わ
せ
て
制
作
し
た
作

品
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
展
示
期
間
・
会
場　

４
月
28

日（
木
）〜
５
月
13
日（
金
）
市

役
所
市
民
ホ
ー
ル

▼
問
合
先　

市
役
所
児
童
福
祉
課

児
童
健
全
育
成
Ｇ　
内
線
１
５
３

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
の
補
助
額
変
更

　

市
で
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
利
用
し
た
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
を
設
置
し
た
家
庭
に
対
し
、

平
成
15
年
度
か
ら
設
置
に
掛
か

る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い

ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
、
補
助
額
を
こ

れ
ま
で
の
「
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ

ー
ル
最
大
出
力
１
kW
当
た
り
５

万
円（
上
限
額
20
万
円
）」
か
ら
、

「
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
最
大

出
力
１
kW
当
た
り
２
万
円
（
上

限
額
10
万
円
）」に
変
更
し
ま
し

た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
合
先　

市
役
所
生
活
環
境

課
生
活
環
境
Ｇ　

内
線
１
４
５
・

１
４
６

義
援
金
・
救
援
金
の

ご
報
告

　

義
援
金
・
救
援
金
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
福
岡
県
西
方
沖
地
震

災
害
義
援
金
募
金
箱
も
、
４
月

末
ま
で
市
役
所
、
中
央
図
書
館
、

各
公
民
館
に
設
置
し
ま
す
。
市

役
所
社
会
福
祉
課
で
も
受
け
付

け
ま
す
の
で
、
ご
協
力
お
願
い

し
ま
す
。

▼
問
合
先　

市
役
所
社
会
福
祉

課　

内
線
１
６
２

●
新
潟
中
越
地
震
義
援
金　

　

 

松
ケ
丘
小
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
委
員
会　

１
万
５
２
４
２

円
／
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
茨
城
工

場
共
栄
会
50
万
円
※
日
本
赤

十
字
社
新
潟
県
支
部
に
送
金

済
み

● 

ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
・
津
波
災

害
救
援
金

　

 

守
谷
市
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会　

５
万
６
３
０
１
円

／
中
村
運
輸（
株
）
２
万
７

　

 

０
０
０
円
／
八
潮
化
学（
株
）

　

 

５
万
円
／
松
前
台
小
学
校
児

童
会　

２
万
１
０
５
７
円
／

募
金
箱
（
市
役
所
、
中
央
図

書
館
、
各
公
民
館
）
３
万
４

　

 

８
１
６
円

　

※
敬
称
略
。
３
月
10
日
現
在



　　　　　　　　　区分

　支払月

一般分 退職分 国保老人

医療給付 高額療養費 医療給付 高額療養費 医療給付

被保険者数(人） 10,917 2,587 2,816
件数（件） 8,848 125 3,866 44 6,190
金額（円）A 100,296,300 11,477,983 48,773,870 4,846,685 161,815,894
一件あたりの金額（円） 11,335 91,824 12,616 110,152 26,142
国保加入者一人
あたりの金額(円） 9,187 1,051 18,853 1,873 57,463

被保険者数(人） 10,771 2,229 2,915
件数（件） 8,682 109 3,209 33 6,471
金額（円）B 96,030,947 9,436,216 43,628,454 2,683,541 163,816,622
一件あたりの金額（円） 11,061 86,571 13,596 81,319 25,316
国保加入者一人
あたりの金額(円） 8,916 876 19,573 1,204 56,198

  前年度との比較（A-B） 4,265,353 2,041,767 5,145,416 2,163,144 ▲2,000,728

  

平
成
17
年
２
月

（
Ｈ
16
・
12
月
診
療
分
）  

平
成
16
年
２
月

（
Ｈ
15
・
12
月
診
療
分
）

日 区　　分
6 9 10 大井沢地区
12 13 16 大野地区
18 19 20 高野、乙子、南守谷地区
23 24 － 原、原本町、北園
26 27 － 小山、奥山新田、奥山本田、

辰新田、同地、赤法花30 31 －

５
月
の

　

し
尿
収
集
日
程
表

　社会保険などを喪失又
は取得した場合には、必
要書類を持参の上、国
民健康保険の加入又は
喪失の手続を14日以内
に行ってください。

☆ 守谷市国民健康保険
に加入中の方へ

守谷市国保医療費支出状況
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お知らせ

夜
間
通
行
止
め

　

立
体
歩
道
橋
橋
梁
架
設
工
事

の
た
め
、
全
面
通
行
止
め
を
行

い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
日
時　

４
月
20
日
（
水
）
午

前
１
時
〜
３
時
※
荒
天
の
場
合

は
21
日
（
木
）
▼
場
所　

守
谷

甲
地
内
※
左
図
区
間

▼
問
合
先　

茨
城
県
県
南
都

市
建
設
事
務
所　

☎
０
２
９
―

８
５
９
―
１
８
２
３

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
が

変
り
ま
す
！

　

Ｂ
Ｃ
Ｇ
は
、
子
ど
も
を
結
核

か
ら
守
る
た
め
の
大
切
な
予
防

接
種
で
す
。

　

結
核
予
防
法
の
改
正
に
よ
り
、

４
月
１
日
か
ら
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
の
対

象
年
齢
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
早
め
に
接
種
し
ま
し
ょ

う
。
な
お
、
接
種
で
き
な
い
方

告
示
・
公
告

 

３
月
１
日
告
示
第
11
号

▼
件
名　

守
谷
市
児
童
ク
ラ
ブ

運
営
要
綱
の
一
部
改
正
▼
要
旨

仲
町
児
童
ク
ラ
ブ
及
び
松
前
台

児
童
ク
ラ
ブ
の
定
員
数
の
変
更

▼
担
当　

児
童
福
祉
課　

内
線

１
５
５

 

３
月
２
日
告
示
第
12
号

▼
件
名　

守
谷
市
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
金

交
付
要
綱
の
一
部
改
正
▼
要
旨

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
者
に
対
す
る
補
助
金
交
付

額
の
変
更
な
ど
▼
担
当　

生
活

環
境
課　

内
線
１
４
５

 

３
月
２
日
告
示
第
13
号

▼
件
名　

医
療
機
関
に
委
託
し

て
行
う
妊
婦
健
康
診
査
及
び
乳

児
健
康
診
査
実
施
要
綱
の
一
部

改
正
▼
要
旨　

３
〜
６
か
月
の

乳
児
一
般
健
康
診
査
を
原
則
廃

止
な
ど
▼
担
当  

保
健
セ
ン
タ
ー

☎
48
―
６
０
０
０

 

３
月
８
日
告
示
第
14
号

▼
件
名　

守
谷
市
中
小
企
業
事

業
資
金
信
用
保
証
料
補
給
金
交

付
要
綱
▼
要
旨　

補
給
金
の
申

請
期
間
を
平
成
20
年
３
月
31
日

ま
で
延
長
▼
担
当　

経
済
課　

内
線
２
６
３

 

　新しい保険証は、３月20日過ぎに各

加入世帯（世帯主宛）に配達記録郵便

で郵送しましたが、まだ保険証が届い

ていない場合、市役所国保年金課に戻

ってきている可能性があります。家族

の中で受け取った方がいないかなどを

確認の上、お問い合わせください。

－保険証が届いていないケース－

● 郵便局から不在通知書を受け取った
が、３月31日までに受け取りに行け

なかった方

●郵便局に転送届出を出した方
▼問合先　市役所国保年金課保険年金Ｇ

　　　　　内線 102 ～ 104

　 ４月１日からの（新しい）

国民健康保険証
　　　　　が届いていない方へ

至
取
手

至
谷
和
原

至
水
海
道

守
谷
駅

北
園

国道294号
土塔

常陽銀行

通行止め
迂回路

は
保
健
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▼
期
日　

４
月
26
日（
火
）、
５

月
31
日（
火
）、
６
月
17
日（
金
）、

７
月
27
日（
水
）、８
月
30
日（
火
）、

９
月
28
日（
水
）、
10
月
31
日（
月
）、

11
月
29
日（
火
）、
12
月
13
日（
火
）、

１
月
31
日（
火
）、２
月
28
日（
火
）、

３
月
28
日（
火
）

▼
受
付
時
間　

午
後
１
時
15
分

〜
２
時
▼
持
参
品　

母
子
健
康

手
帳
、
予
診
票
（
会
場
に
あ

り
）
、
お
子
様
に
必
要
な
も
の

（
ミ
ル
ク
、
紙
お
む
つ
な
ど
）

▼
費
用　

６
か
月
に
な
る
前
日

ま
で
は
無
料
、
た
だ
し
そ
れ
以

降
は
実
費

▼
会
場
・
問
合
先　

保
健
セ
ン

タ
ー　

☎
48
―
６
０
０
０

改正前
（～３月31日）

改正後
（４月１日～）

対象年齢
生後３か月～

４歳未満
生後３か月～

５か月

方　　法
ツベルクリン反
応検査後、判定
によりＢＣＧ接種

直接ＢＣＧ接種
（ツベルクリン
反応検査廃止）



 

開　
　

催

開　
　

催

 

開　
　

催
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お知らせ ・ 開　催

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護

看
護
婦
及
び
旧
陸
海
軍

従
軍
看
護
婦
の
方
へ

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地

な
ど
（
事
変
地
の
区
域
又
は
戦

地
の
区
域
）
に
派
遣
さ
れ
、
戦

時
衛
生
勤
務
に
服
さ
れ
た
旧
日

本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
及
び

旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の
方

（
慰
労
給
付
金
受
給
者
除
く
）

に
対
し
て
、
内
閣
総
理
大
臣
の

書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

請
求
期
限
が
２
年
延
長
さ
れ
、

平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で
と
な

り
ま
し
た
の
で
、
請
求
用
紙
を

市
役
所
社
会
福
祉
課
で
受
け
取

り
、
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
請
求
・
問
合
先　

総
務
省
大

臣
官
房
管
理
室
業
務
担
当　

〒

１
０
０
―
８
９
２
６　

東
京
都

千
代
田
区
霞
が
関
２
―
１
―
２

中
央
合
同
庁
舎
２
号
館
８
階

☎
03
―
５
２
５
３
―
５
１
８
２

文
化
会
館
各
種
講
座

　

文
化
会
館
で
は
、
「
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
座
」

「
パ
ン
フ
ラ
ワ
ー
講
座
」
を
開

講
し
ま
す
。
受
講
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
次
の
と
お
り
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の

方　

各
12
名
※
超
過
の
場
合
抽

選
▼
申
込
方
法　

往
復
は
が

き
に
希
望
講
座
名
・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記

し
、
４
月
28
日
（
木
）
必
着
で

郵
送
、
又
は
直
接
窓
口
へ
提
出

▼
申
込
・
問
合
先　

文
化
会
館

〒
３
０
２
―
０
１
０
４　

守
谷

市
久
保
ケ
丘
一
―
19
―
２　

☎

48
―
７
９
１
１

● 

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

講
座

▼
期
日　

前
期　

５
月
10
日
〜

７
月
12
日
の
第
２
・
４
火
曜
日

／
後
期　

10
月
25
日
〜
12
月
27

日
の
第
２
・
４
火
曜
日（
全
10

回
）
※
開
講
式
は
５
月
10
日

（
火
）
▼
時
間　

午
後
１
時
30

分
〜
４
時
▼
講
師　

石い
し

川か
わ

文ふ
み

絵え

氏
▼
受
講
料　

１
回
３
０
０
０

円
程
度
（
材
料
代
）
▼
持
参
品

キ
ッ
チ
ン
用
ハ
サ
ミ

●
パ
ン
フ
ラ
ワ
ー
講
座

▼
期
日　

前
期　

５
月
13
日
〜

７
月
８
日
の
第
２
・
４
金
曜
日

／
後
期　

10
月
28
日
〜
12
月
16

日
の
第
２
・
４
金
曜
日（
全
10

回
）※
開
講
式
は
５
月
13
日

（
金
）
▼
時
間　

午
後
１
時
30

分
〜
４
時
30
分
▼
講
師　
根ね

岸ぎ
し

里さ
と

美み

氏
▼
受
講
料　

１
作
品
１

５
０
０
円
程
度
（
材
料
代
）
▼

持
参
品　

ラ
ジ
オ
ペ
ン
チ

第
32
回

外
国
人
の
た
め
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
日
本
語
講
座

　

受
講
生
の
日
本
語
レ
ベ
ル
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
希
望
に
応
じ

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
行
い
ま
す
。

授
業
は
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
で
行

い
ま
す
の
で
、
日
本
語
を
学
び

た
い
外
国
人
の
方
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。　

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師

を
し
て
く
だ
さ
る
方
も
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▼
日
時　

５
月
11
日
〜
７
月
13

日
の
毎
週
水
曜
日
（
全
10
回
）

午
後
７
時
30
分
〜
９
時
▼
会
場

国
際
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
▼
定

員　

40
名
▼
受
講
費
用　

１
０

０
０
円
▼
申
込
方
法　

５
月
６

日
（
金
）
ま
で
に
、
電
話
又
は

窓
口
で
直
接
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
く

ら
し
の
支
援
課
内
「
国
際
交
流

協
会
事
務
局
」
内
線
１
３
３

公
開
会
議  

障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

▼
日
時　

５
月
13
日
（
金
）
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
▼
会
場　

北
守
谷
公
民
館
第
２
会
議
室
▼

内
容　

平
成
16
年
度
事
業
報
告

及
び
平
成
17
年
度
事
業
計
画
・

予
算
に
つ
い
て
▼
傍
聴
定
員　

５
名
※
超
過
の
場
合
抽
選
▼
傍

聴
受
付　

当
日
会
場
で
午
後
１

時
20
分
〜
１
時
30
分
に
受
付
※

会
議
は
原
則
公
開
。
た
だ
し
個

人
・
法
人
に
関
す
る
情
報
、
個

人
の
生
命
な
ど
の
保
護
に
関
す

る
情
報
は
非
公
開
と
な
る
こ
と

が
あ
る

▼
問
合
先　

障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
生
活
指
導
Ｇ　

☎
45
―

９
８
０
１

４月１日から
高齢者福祉サービス事業の内容が

一部変更になります
●食の自立支援事業（配食サービス）
　調理が困難な高齢者の方などに栄養バランス
のとれた食事をお届けし、利用者の安否の確認
などを行い、在宅での健康な生活を支援する事
業です。

変 更 前 変 更 後

配　達

回　数

週６日以内

（月～土曜日）夕食分

週３日以内

（月～土曜日）夕食分

利用者

負担額
１食 400 円 １食 450 円

●寝たきり高齢者紙おむつ支給事業
　在宅の寝たきりの高齢者に対して、紙おむつ
を無料で支給し、寝たきり高齢者及び介護にあ
たる家族の負担を軽減する事業です。

変 更 前 変 更 後

紙おむつ

配布枚数

２枚／日

※尿取りパット

６枚／日

１枚／日

※尿取りパット

３枚／日

対象要件 要介護３以上 要介護４以上



 

募　
　

集

募　
　

集

 

募　
　

集
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平
成
18
年

歌
会
始
の
詠
進
歌

▼
お
題　

「
笑
み
」
※
「
笑
」

の
文
字
を
使
用
又
は
「
笑
ひ
」

で
も
可
▼
詠
進
歌　

お
題
を
詠

み
込
ん
だ
自
作
（
未
発
表
）
の

短
歌
で
一
人
一
首
▼
書
式　

習

字
用
の
半
紙
を
横
長
に
使
い
、

左
図
の
と
お
り
毛
筆
で
自
書
▼

詠
進
期
限　

９
月
30
日
（
金
）

当
日
消
印
有
効

▼
郵
送
先　

〒
１
０
０
―
８
１

１
１　

宮
内
庁
「
詠
進
歌
」
※

問
合
せ
は
、
宮
内
庁
式
部
職
宛

て
に
、
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
を
記
入
し
、
切
手
を
貼は

っ
た

返
信
用
封
筒
を
添
え
て
郵
送
で

問
い
合
わ
せ
る
、
又
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w

.
ku

n
a

ich
o

.g
o

.jp
/1

2
/d

1
2

-0
3

.
h

tm
l

）
を
参
照

開　催 ・ 募　集

第
28
回
こ
ど
も
天
国

▼
テ
ー
マ　

輝
く
瞳
で
こ
ど
も

天
国
▼
日
時　

４
月
29
日（
金
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30

分
▼
会
場　

取
手
緑
地
運
動
公

園
（
利
根
川
河
川
敷
）
▼
内
容

①
魔
法
戦
隊
マ
ジ
レ
ン
ジ
ャ
ー

シ
ョ
ー
（
午
前
10
時
30
分
〜
・

午
後
１
時
30
分
〜
）
②
わ
ん
ぱ

く
相
撲
：
小
学
１
〜
６
年
生
③

ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
：
小
学
４
〜
６

年
生
・
１
チ
ー
ム
12
〜
18
名
④

ポ
ニ
ー
コ
ー
ナ
ー
な
ど
※
②

③
は
事
前
申
込
必
要
※
雨
天
時

は
、
①
②
③
を
取
手
グ
リ
ー
ン

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催

▼
申
込
・
問
合
先  

（
社
）常
総

青
年
会
議
所
内
「
こ
ど
も
天
国

運
営
協
議
会
事
務
局
」
☎
48
―

５
０
０
９
（
野
口
）

危
険
物
取
扱
者
試
験
及
び

準
備
講
習
会

◎
危
険
物
取
扱
者
試
験

▼
種
類　

甲
種
、
乙
種
第
１
〜

６
類
、
丙
種
▼
試
験
日　

６
月

５
日
（
日
）
▼
会
場　

つ
く
ば

国
際
短
期
大
学　

土
浦
市
真
鍋

６
―
７
―
10
▼
郵
送
受
付
期
間

４
月
18
日（
月
）〜
25
日（
月
）

◎
準
備
講
習
会　

▼
種
類　

①
乙
種
第
４
類
②
甲

種
▼
講
習
日　

①
５
月
10
日

（
火
）・
11
日（
水
）
②
５
月

17
日（
火
）・
18
日（
水
）
▼
会

場　

①
龍
ヶ
崎
市
文
化
会
館　

龍
ヶ
崎
市
馴
馬
町
２
６
１
２
②

茨
城
県
開
発
公
社
ビ
ル　

水
戸

市
笠
原
町
９
８
７
―
25
▼
受
付

４
月
19
日（
火
）
土
浦
市
民
会

館　

土
浦
市
東
真
鍋
町
２
―
６

◎
補
足
講
習
会

▼
種
類　

乙
種
第
４
類
、
丙
種

▼
科
目　

危
険
物
に
関
す
る
法

令
、
危
険
物
の
性
質
・
そ
の
火

災
予
防
及
び
消
火
方
法
▼
日
時

５
月
27
日（
金
）
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
▼
会
場　

常
総
広
域

消
防
本
部
２
階
会
議
室

▼
問
合
先　

常
総
広
域
消
防
本

部
予
防
課　

☎
23
―
０
９
０
４

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　　

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

通
所
・
通
園
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

職
員
や
利
用
者
、
子
ど
も
た

ち
な
ど
の
活
動
補
助
を
お
手
伝

い
し
て
い
た
だ
け
る
方
、
ぜ
ひ

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先　

障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー　

☎
45
―
９
８
０
１

市
立
保
育
所
臨
時
職
員

（
看
護
師
）

　

乳
幼
児
の
健
康
管
理
、
保
育

に
関
心
が
あ
り
一
緒
に
保
育
を

し
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
ま

す
。
資
格
を
お
持
ち
で
明
る
く

元
気
な
方
、
ぜ
ひ
、
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

▼
雇
用
期
間　

５
月
１
日（
日
）

〜
平
成
18
年
３
月
31
日（
金
）

▼
勤
務
日
時　

平
日
週
２
〜
３

日　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
▼
対
象　

看
護
師
免
許
を
お

持
ち
の
方　

１
名
▼
報
酬　

時

給
１
１
０
０
円
▼
採
用
方
法　

書
類
・
面
接
に
よ
る
選
考
▼
応

募
方
法　

履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
資
格
証
明
書

（
写
し
）を
添
付
し
、４
月
25
日

（
月
）
ま
で
に
直
接
窓
口
で
申

し
込
む
▼
申
込
・
問
合
先　

市

役
所
児
童
福
祉
課
児
童
福
祉
Ｇ

内
線
１
５
３

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

　

姉
妹
都
市
ア
メ
リ
カ
の
グ
リ

ー
リ
ー
市
か
ら
、
高
校
生
10
名

と
引
率
者
２
名
が
守
谷
市
を
訪

れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
グ
リ
ー
リ
ー
市
の

方
々
を
迎
え
入
れ
て
い
た
だ
け

る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集

し
ま
す
。

　

遠
い
国
の
友
達
と
交
流
を
深

め
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
期
間　

６
月

17
日（
金
）
〜
23
日（
木
）
の
６

泊
７
日
▼
滞
在
日
程　

６
月

17
日（
金
）
夕
方
〜
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
に
て
交
換
学
習
／
22
日

（
水
）
夕
方
〜
さ
よ
な
ら
パ
ー

テ
ィ
ー
／
23
日（
木
）
市
役
所

出
発
、
見
送
り
▼
応
募
資
格

全
日
受
入
れ
可
能
な
家
庭
で
、

集
合
場
所
な
ど
へ
の
送
迎
が
可

能
な
方
※
家
の
様
式
は
不
問
▼

募
集
家
庭　

12
家
庭
※
応
募
者

多
数
の
場
合
、
グ
リ
ー
リ
ー
市

側
の
要
望
に
沿
っ
た
家
庭
を
優

先
▼
申
込
方
法　

４
月
26
日

（
火
）
ま
で
に
、
電
話
又
は
直

接
窓
口
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
く

ら
し
の
支
援
課
活
動
支
援
Ｇ        

内
線
１
３
２
・
１
３
３

　

お
題
「
笑
み
」

、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

（
山
折
り
）

〒
　

住　
　

所

　

電
話
番
号

　
　
　
　

氏　
　

名

　
　
　
　

生
年
月
日

職
業
（
具
体
的
に
）

ふ

り

が

な



予定のお知らせ予定のお知らせ予定のお知らせ
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予定のお知らせ
行事を開催します！
をお待ちしています！

※各行事の詳細は、その都度市ホームページ又
は広報紙面でお知らせします

※㊥…中央公民館　北…北守谷公民館　高…高
野公民館　常…常総運動公園　㊃…四季の里
公園　㋗…クレトイシグラウンド　明…明星
電気グラウンド　郷…郷州公民館　図…中央
図書館　市…市役所

▲守谷ハーフマラソン
　冬の風物詩と言えば、皆さんご存知の守谷ハー
フマラソン。この大会には、全国各地から約 3,000
人のランナーや応援者がやって来ます。スタッフ
との交流、心のこもったもてなしなどが、ランナー
を引き付ける大きな魅力になっています。

▲守谷市民スポーツフェスティバル
　常総運動公園を会場に各種スポーツ大会のほ
か、だれもが気軽に参加できるニュースポーツの
体験教室などが開催され、スポーツ好きには見逃
せないイベントです。　10月　ＯＣＴＯＢＥＲ

　１日　保育所運動会（野木崎・土塔中央）　
　２日　保育所運動会（北園）
　９日　市長杯争奪ソフトボール大会 ㋗
　10日　商工まつり 市

　16日　文化会館まつり（・21～23日）
　21日　市内小中学校音楽祭
　23日　市民スポーツフェスティバル 常

　26日　第18回市内行政施設見学会　　　　　　 
　28日　老人スポーツ大会 常

　29日　障害者福祉センター秋まつり
　30日　生涯学習フェスティバル・子どもまつり
　31日　第29回芸術祭（～11／27） ㊥
　上旬　秋の自然観察会
　未定　ようこそ守谷へふれあいパーティー

　１１月　ＮＯＶＥＭＢＥＲ　　　　　　　　　

　13日　健康ふくしまつり 市

　20日　若い芽のコンサート（芸術祭） ㊥
　23日　第29回芸能祭（芸術祭） ㊥
　上旬　図書館まつり 図

　中旬　防災訓練

　１２月　ＤＥＣＥＭＢＥＲ

　４日　環境美化の日
　11日　秋季火災予防パレード
　18日　卓球大会 常

　22日　障害者福祉センタークリスマス会

　１月　ＪＡＮＵＡＲＹ　　　　　　　　　　

　６日　賀詞交歓会並びに叙勲・褒
ほうしょう

章受章者祝賀会
　７日　消防出初式 ㊥
　８日　成人式典 ㊥
　15日　バスケットボール大会 常

　２月　ＦＥＢＲＵＡＲＹ

　10日　高野公民館まつり（～12日） 高

　17日　郷州公民館まつり（～19日） 郷

　19日　ニュースポーツ教室 常

　21日　北守谷公民館まつり（～26日） 北

　上旬　第22回守谷ハーフマラソン

　３月　ＭＡＲＣＨ

　５日　利根川左岸河川敷クリーン作戦
　　　　第21回守谷市美術作家展（～12日）
　17日　小学校卒業式　
　上旬　中学校卒業式
　下旬　保育所修了式



市の主な年間行事市の主な年間行事市の主な年間行事
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平成17年度

市の主な年間行事
今年も市では様々な

皆さんの積極的な参加

　９日　第３回元気わくわくスポーツ大会 常

　12日　もりやアヤメ祭りイベント日 ㊃
　13日　第19回ふれあい美術展（～26日） ㊥
　17日　グリーリー市民来市（～22日）　
　19日　バドミントン大会 常

　23日　市中学校総体 常

　26日　バレーボール大会 常

　７月　ＪＵＬＹ　　　　　

　10日　芸能大会 ㊥
　23日　青少年海外派遣（～８／31 マインブルク市）
　27日　自然体験教室（～28日）
　28日　夏休み子ども映画まつり 図

　　　　児童館まつり

　８月　ＡＵＧＵＳＴ

　１日　第20回中学生富士登山（～２日）
　５日　同和教育講演会 ㊥
　６日　夕べのコンサート（・13・20日・９／３） 市
　８日　初心者水泳教室（～11日） 常

　11日　夏休み子ども映画まつり（～12日） ㊥
　19日　戦没者追悼式
　27日　ＴＸ開業記念イベント（～28日）
　未定　ジュニアテニス教室　　　　　　　 

　９月　ＳＥＰＴＥＭＢＥＲ　　　　　

　４日　芸術・芸能鑑賞の集い ㊥
　　　　軟式野球大会（・11・18・25日・10／９） 常
　10日　中学校体育祭
　11日　環境美化の日
　17日　小学校運動会
　18日　敬老会 常

　　　　硬式テニス大会 常

　下旬　第23回消防ポンプ操法競技大会 明

　未定　タカの渡り観察会

　４月　ＡＰＲＩＬ

　16日　春の自然観察会
　23日　区長業務説明会（～24日）

　５月　ＭＡＹ

　８日　中央図書館開館10周年記念行事（・14～15日） 図
　　　　春の渡り鳥観察会
　15日　市民グラウンドゴルフ大会 常

　18日　狂犬病集合予防注射（～20日）
　26日　第17回市内行政施設見学会
　　　６月　ＪＵＮＥ

　１日　中学校陸上競技会 常

　３日　小学校陸上競技会 常

　５日　もりや夢の舞と響 ㊥
　　　　環境美化の日
　８日　水中ウォーキング教室（～10日） 常

▲もりやアヤメ祭り
　四季の里公園を舞台に開催されるアヤメ祭り。園
内一面に、色鮮やかに咲き誇るアヤメの観賞を楽
しめるほか、会場では模擬店や踊りなど目を引く
イベントが開催され、毎年多くの人々で賑

にぎわ

ってい
ます。

▲夕べのコンサート
　市内の音楽団体をはじめプロの演奏が生で聴け
る夕べのコンサート。市役所中庭を会場に開催さ
れます。夏の夕べのひとときを、素敵な音楽を聴
きながら過ごしてみてください。



●問合先　市役所くらしの支援課 内線132・133

「守谷市男女共同参画推進計画」を策定しました！
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　男性と女性が互いを認め合い、互いに人権を尊重しつつ、性別にかかわりなく、その個性と能力
を十分に発揮することができる男女共同参画社会の実現が、21世紀の日本の最重要課題として位置
付けられています。
　憲法において個人の尊重、法の下の平等がうたわれ、男女平等の実現に向けた様々な取組が行わ
れ、男女共同参画の視点に立った法律や制度は、徐々に整備されてきています。しかしながら、平
成15年度に実施した「男女共同参画に関する市民意識調査」の結果から守谷市の現状をみると、家
庭や地域、職場などの分野において、いまだに性別による固定的役割分担意識が根強く残っている
のが現状です。
　そこで、守谷市の目指す方向を明らかにし、男女共同参画に関する取組を総合的かつ計画的に推
進していくための「守谷市男女共同参画推進計画」を策定しましたので、その概要を紹介します。

　今後は、市民、団体、事業所など、守谷市を支えるすべての人と行政がパートナーとし
て協働しながら、男女共同参画社会の実現のため、各施策を推進していきます。市民の皆
さん一人ひとりのご理解とご協力をお願いします。
　計画の本文をご覧になりたい方は、市役所くらしの支援課までご連絡ください。

「守谷市男女共同参画推進計画」は、次の基本理
念に基づいたものとします。
•男女の人権の尊重
•社会における制度又は慣行についての配慮
•政策などの立案及び決定への共同参画
•家庭生活における活動と他の活動の両立
•国際的協調

基本理念
前期実施計画における、あらゆる分野に関連する
事業の中でも、特に次の６項目を最重点課題とし
て掲げ、取り組んでいきます。

１男女共同参画推進のための基盤を整備します
•拠点機能のあり方を検討し、整備を図ります
•推進条例制定・宣言実施を進めます
•庁内組織の強化と担当部署の設置を図ります
•相談窓口の整備を図ります

２男女共同参画を市民との協働により推進します
•「守谷市男女共同参画推進委員会」による、市の
取組に対する定期的な評価を実施します

•多様な学習機会と情報を提供します

重点課題

推進体制の整備

１市役所内における組織の充実
・男女共同参画担当部署の設置検討
・庁内組織の強化
・職員への啓発

２推進体制の整備
・市の取組に対する定期的な評価の実施
・男女共同参画を推進するための拠点機能の整備
・意識や実態の調査研究、情報の収集と提供
・相談窓口の設置

３連携の強化
・市民・団体・事業所との協働
・関係機関との連携

Ｈ17年度～Ｈ21年度 Ｈ22年度～Ｈ26年度

基本計画

前期実施計画 後期実施計画

男女共同参画社会の早
期実現を図るため、市
の推進体制を強化充実
し、率先して取り組ん
でいきます。



●守谷市男女共同参画推進計画策定

男男女共同参画社会の実現をめざして！男女共同参画社会の実現をめざして！
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男女の人権の尊
重と男女平等意
識の確立

あらゆる分野へ
の男女共同参画
の推進

雇用の場におけ
る男女平等の推
進

健康で安心して
暮らせる生活環
境の整備

１ 子どもが健やかに育
つ環境整備
①子どもが健やかに育
つ生活環境の整備
②児童虐待防止の推進
③子どもに関する相談
支援体制の整備

２一生涯の健康づくり
①生涯を通じた女性の
健康に関する意識の
浸透
②母子保健サービスの
充実
③心身の健康保持・増
進への支援

３ 高齢者、障害者など
に対する自立支援
①高齢者の自立支援
（生活機能の向上）
②障害のある人に対す
る支援
③要介護状態にならな
いための介護予防
④ひとり親家庭などに対
する支援体制の充実

１ 男女共同参画を推進
する教育・学習の充実
①学校教育における男
女共同参画を推進す
る教育・学習の充実
②家庭・地域における男
女共同参画を推進す
る教育・学習の充実
③社会における男女共
同参画を推進する教
育・学習の充実

２ 男女共同参画の理解
の促進と意識の改革
①男女共同参画に関す
る意識啓発
②多様な媒体を通じた
広報・啓発活動の推進
③男女共同参画の視点
に立った社会制度・慣
行の見直し
④男女共同参画推進条
例制定・宣言実施に向
けての研究

３ 男女間におけるあら
ゆる暴力の根絶
①ドメスティック・バ
イオレンス防止対策
の推進
②セクシュアル・ハラ
スメント防止対策の
推進
③相談体制の整備

４ メディアにおける人
権の尊重
①男女の人権を尊重し
た情報発信の推進
②情報を活用できる能
力（メディア・リテ
ラシー）向上の促進

１ 政策・方針決定の場
への女性の参画促進
①女性の政治参画意識
向上の促進
②審議会、委員会への
女性の積極的登用
③市・事業所・団体にお
ける女性の参画促進

２ 家庭生活・地域社会
における男女共同参
画の促進
①性別による固定的役
割分担意識の解消
②男女が共に責任を担
う家庭生活の実現
③男女が共に参画する
地域活動の促進

３国際社会への参画
①情報の収集と提供
②国際理解、国際交流
の推進
③外国人が暮らしやす
い環境づくり

１ 雇用の場における男
女平等の確保
①雇用の場における男
女の機会均等の徹底
②女性の能力発揮促進
のための支援

２ 職場生活と家庭生活
の両立支援
①職場における両立支援
の推進と環境の整備
②子育て支援策の充実

３ 多様な働き方への支援
①多様な働き方を可能に
する就業条件の整備
②起業、再就職に対す
る支援
③商工業・農業など自
営業における働きや
すい環境の整備

●男女共同参画社会とは・・・
　男性と女性が互いに人権を尊重し、責任を分かち合い、性別
にかかわりなくその個性と能力を十分に発揮することのできる
社会をいいます。

●性別による固定的役割分担意識とは・・・
　男女を問わず個人の能力などによって役割分担を決めること
が適当であるにもかかわらず、男性、女性という性別を理由と
して役割を固定的に分けることをいいます。

基
本
目
標

基
本
目
標

基
本
目
標

主
要
課
題
・
施
策
の
方
向

主
要
課
題
・
施
策
の
方
向

基
本
目
標

主
要
課
題
・
施
策
の
方
向



障　害　区　分

　視　覚　障　害

　聴　覚　障　害
 上肢不自由

 下肢不自由

 体幹不自由
  上肢機能 
  障　　害
  移動機能
  障　　害
 心臓機能障害
 腎臓機能障害
 呼吸器機能障害
 ぼうこう又は直腸の機能障害
 小腸機能障害
　療　育　手　帳

肢
体
不
自
由
乳幼児期以前の
非進行性の脳病
変による運動機
能障害

内
部
障
害

障害の程度
１～３級、
４級の一部
２～３級
１級、２級の一部
１級、２～３級
の一部
１～３級

１～２級

１～３級

１～４級

１～３級
１～４級
Ａ、Ⓐ

有料道路割引証交付対象等級表
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障害の
ある方へ

各種サービスを
　　　　ご利用ください

その１

●申請・問合先

　市役所社会福祉課障害福祉Ｇ　内線163・164

■
身
体
障
害
者
手
帳

　

 

視
覚
、
聴
覚
、
音
声
・
言
語
、

肢し

体た
い

、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸

器
、
排は

い
せ
つ泄

、
小
腸
、
免
疫
な

ど
の
機
能
に
永
続
す
る
障
害

の
程
度
に
よ
り
、
１
〜
６
級

に
分
類

▼
申
請
が
必
要
な
場
合

● 

交
付
を
受
け
る　

窓
口
で
必

要
書
類
（
交
付
申
請
書
・
診

断
書
）
を
受
け
取
り
、
県
で

指
定
す
る
医
師
（
診
断
書
作

成
は
指
定
医
師
の
み
可
）
の

診
断
を
受
け
、
窓
口
で
直
接

申
し
込
む

● 

等
級
変
更　

障
害
の
程
度
が

変
わ
っ
た
可
能
性
の
あ
る
場

合
、
指
定
医
師
の
診
断
書
を

添
え
て
、
窓
口
で
申
し
込
む

● 

住
所
・
氏
名
変
更　

住
所
変

更
の
場
合
は
「
居
住
地
変
更

届
」
を
新
居
住
地
の
市
町
村

に
、
氏
名
変
更
の
場
合
は
居

住
地
の
市
町
村
窓
口
に
提
出

● 

再
交
付　

紛
失
又
は
破
損
し

た
場
合
、
写
真
を
持
参
の
上
、

窓
口
で
申
し
込
む

※ 

手
帳
交
付
者
が
死
亡
し
た
場

合
、
手
帳
は
知
事
に
返
還

■
タ
ク
シ
ー
助
成
利
用
券

　

 

医
療
機
関
へ
の
通
院
に
タ
ク

シ
ー
を
利
用
す
る
場
合
の
初

乗
り
運
賃
を
助
成

▼
対
象
者

● 

身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
２
級

の
方

●
療
育
手
帳
Ａ
・
Ⓐ
の
方

● 

精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
方

● 

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
、
又

は
特
定
疾
患
医
療
券
を
受
け

て
い
る
方

● 

70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の

世
帯
で
か
つ
住
民
税
非
課
税

世
帯
の
方

●
70
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方

※ 

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の

減
免
措
置
を
受
け
て
い
る
方

は
除
く

▼
利
用
券
交
付
枚
数

　

年
間
24
枚

※ 

慢
性
透
析
療
法
を
実
施
し
て

い
る
方
は
48
枚

▼
利
用
券
有
効
期
限

　

平
成
18
年
３
月
31
日

▼
対
象
タ
ク
シ
ー
会
社

　

 

取
手
市
地
区
ハ
イ
タ
ク
指
導

委
員
会
に
所
属
す
る
タ
ク
シ

　

ー
会
社

▼
申
込
方
法

　

 

利
用
券
交
付
申
請
書
（
申
込

　

 

先
に
用
意
）と
身
体
・
知
的
・

精
神
保
健
福
祉
手
帳
、
特
定

疾
患
医
療
を
受
け
て
い
な
い

こ
と
が
分
か
る
書
類
（
該
当

者
の
み
）
を
提
出

■ 

身
体
・
知
的
障
害
者（
児
）

有
料
道
路
割
引
制
度

▼
対
象

● 

身
体
障
害
者
自
ら
自
動
車
を

運
転
す
る
場
合

● 

重
度
の
身
体
障
害
者（
児
）（
第

　

 

１
種
で
対
象
等
級
に
つ
い
て

は
左
表
参
照
）、
又
は
重
度

の
知
的
障
害
者
（
児
）（
療
育

手
帳
Ａ
・
Ⓐ
）
が
乗
車
し
、

そ
の
移
動
の
た
め
介
護
者
が

自
動
車
を
運
転
す
る
場
合

▼
自
動
車
の
範
囲

● 

乗
用
自
動
車
（
普
通
自
動
車
、

小
型
自
動
車
、
軽
自
動
車
で

乗
員
定
員
10
名
以
下
の
車
）

● 

貨
物
自
動
車
（
ラ
イ
ト
バ
ン

な
ど
）

● 

特
殊
自
動
車
（
身
体
障
害
者

運
送
者
に
限
る
）

● 

当
該
身
体
障
害
者
、
又
は
こ

れ
と
生
計
同
一
者
が
所
有
す

る
自
動
車
（
身
体
障
害
者
１

人
に
つ
き
１
台
に
限
る
）

※
営
業
自
動
車
は
除
く

▼
申
込
方
法

　

 

身
体
障
害
者
手
帳
又
は
療
育

手
帳
、
車
検
証
、
運
転
者
の

運
転
免
許
証
、
印
鑑
を
持
参

し
、
窓
口
で
直
接
申
し
込
む

※ 

Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
者
は
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ

ー
ド
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
セ
ッ

ト
ア
ッ
プ
申
込
書
・
証
明
書

も
併
せ
て
持
参
。
原
則
Ｅ
Ｔ

Ｃ
カ
ー
ド
の
名
義
人
が
障
害

者
本
人
の
も
の
１
枚
に
限
る



所得段階区分 対  象  者 保険料年額（計算方法）

第１段階 市町村民税世帯非課税の老齢福祉
年金受給者、生活保護受給者など 17,800円（基準額×0.5）

第２段階 市町村民税世帯非課税者など 26,700円（基準額×0.75）
第３段階 市町村民税本人非課税者など 35,700円（基準額）

第４段階 市町村民税本人課税者など
（合計所得金額が200万円未満） 44,600円（基準額×1.25）

第５段階 市町村民税本人課税者
（合計所得金額が200万円以上） 53,500円（基準額×1.5）

平成17年度の介護保険料年額（所得などに応じて５段階に分かれます）
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介護保険料の暫定賦介護保険料の暫定賦課・課・仮徴収仮徴収
今回は

■
介
護
保
険
料
額
の
決
ま
り
方

　

65
歳
以
上
の
方
（
第
１
号
被

保
険
者
）
の
介
護
保
険
料
額
は
、

前
年
所
得
を
基
に
算
定
さ
れ
、

所
得
に
応
じ
た
負
担
と
な
る
よ

う
、５
段
階
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
保
険
料
算
定
の
基

礎
と
な
る
課
税
非
課
税
の
別
や

合
計
所
得
金
額
が
、
年
度
当
初

に
は
確
定
で
き
な
い
た
め
、
そ

れ
ま
で
の
間
は
、
保
険
料
の
暫

定
賦
課
や
仮
徴
収
を
行
い
ま
す
。

■
暫
定
賦
課
：
普
通
徴
収
の
方

　

現
在
、
納
付
書
で
保
険
料
を

納
め
て
い
る
方
が
対
象
で
す
。

　

第
１
・
２
期
の
保
険
料
に
つ

い
て
、
暫
定
的
に
平
成
16
年
度

分
の
所
得
段
階
を
算
定
し
ま
す
。

納
付
書
を
４
月
中
旬
に
送
付
し

ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ
の
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
暫
定
賦
課
額（
１
期
当
た
り
）

●
第
１
段
階　

２
９
０
０
円

●
第
２
段
階　

４
４
０
０
円

●
第
３
段
階　

５
９
０
０
円

●
第
４
段
階　

７
４
０
０
円

●
第
５
段
階　

８
９
０
０
円

※ 
納
期
限
：
第
１
期
は
５
月
２

日
（
月
）、
第
２
期
は
６
月

30
日
（
木
）

■
仮
徴
収
：
特
別
徴
収
の
方

　

現
在
、
年
金
か
ら
保
険
料
を

天
引
き
さ
れ
て
い
る
方
が
対
象

で
す
。

　

４
・
６
・
８
月
に
支
給
さ
れ
る

年
金
か
ら
、
２
月
に
年
金
か
ら

天
引
き
さ
れ
た
保
険
料
と
同
額

の
保
険
料
が
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

■
保
険
料
額
の
年
額
決
定

　

８
月
中
旬
に
、「
介
護
保
険

料
額
決
定
通
知
書
」（
普
通
徴

収
の
方
）、
又
は
「
介
護
保
険

料
額
決
定
通
知
兼
特
別
徴
収
開

始
通
知
書
」（
特
別
徴
収
の
方
）

を
送
付
し
ま
す
。
保
険
料
年
額

や
所
得
段
階
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
普
通
徴
収
の
方
は

　

安
心
便
利
な
口
座
振
替
を

　

忙
し
く
て
な
か
な
か
納
付
で

き
な
い
方
や
外
出
が
困
難
な
方

な
ど
は
、
口
座
振
替
が
便
利
で

す
。
納
期
限
日
に
、
指
定
口
座

か
ら
保
険
料
を
振
り
替
え
ま
す

の
で
、納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

納
付
書
（
口
座
振
替
依
頼

書
）、
通
帳
、
届
出
印
を
持
参

の
上
、
市
指
定
の
金
融
機
関
又

は
郵
便
局
の
窓
口
で
手
続
し
て

く
だ
さ
い
。

■
介
護
保
険
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
．
４
月
に
納
付
書
が
２
通
届

き
ま
し
た
。
な
ぜ
で
す
か
？

Ａ
．
２
月
以
降
に
資
格
取
得
さ

れ
た
方
（
65
歳
に
な
っ
た
、
市

に
転
入
し
た
な
ど
）
に
は
、
平

成
17
年
度
暫
定
賦
課
分
の
納
付

書
の
ほ
か
に
、
平
成
16
年
度
随

時
分
の
納
付
書
も
送
付
し
て
い

ま
す
。
ど
ち
ら
と
も
、
忘
れ
ず

に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
保
険
料
の
天
引
き
が
中
止

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
？

Ａ
．
年
金
差
止
め
な
ど
に
な
る

と
、
保
険
料
の
特
別
徴
収
が
中

止
さ
れ
ま
す
。
年
金
の
現
況
届

の
提
出
忘
れ
な
ど
が
な
い
よ
う
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
保
険
料
を
納
め
な
い
と
、

ど
う
な
り
ま
す
か
？

Ａ
．
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

際
の
利
用
者
負
担
は
、
通
常
掛

か
っ
た
費
用
の
１
割
で
す
が
、
保

険
料
を
滞
納
し
て
い
る
と
、
次

の
よ
う
な
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

●
１
年
以
上
滞
納　

費
用
の
全

額
を
利
用
者
が
い
っ
た
ん
自
己

負
担
し
、
申
請
に
よ
り
後
で
保

険
給
付
分
（
費
用
の
９
割
）
が

支
払
わ
れ
ま
す

●
１
年
６
か
月
以
上
滞
納　

費

用
の
全
額
を
利
用
者
が
負
担
し
、

申
請
後
も
保
険
給
付
の
一
部
又

は
全
額
が
差
止
め
に
な
り
、
滞

納
が
続
く
と
滞
納
し
て
い
た
保

険
料
と
相
殺
さ
れ
ま
す

●
２
年
以
上
滞
納　

利
用
者
負

担
が
３
割
に
引
上
げ
ら
れ
、
高

額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す

について説明します ●問合先　市役所介護福祉課介護保険Ｇ
　　　　　☎45-1744（直通）



20歳到達者については、新規
加入時に随時受付
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国民
年金
　20歳以上の学生の方は、一般的に収入がなかったり少な

かったりすることから、学生本人の所得が一定額以下の場合

に、在学期間中の国民年金保険料を後払いできる「学生納付

特例制度」があります。

▶問合先
●土浦社会保険事務所
　☎029-822-3940
●市役所国保年金課保険年金G
　内線103・104

学生納付特例制度学生納付特例制度

国民年金保険料

　納付窓口開設
　　 ～ぜひご利用ください～

国民年金の学生納付特例制度とは、在学期間中の国民年金保険料を猶予する制度です。
大学（大学院）、短大、高校、専門学校、専修学校及びその他の教育施設（夜間・定時制課程・
通信課程含む）に在学する20歳以上の方で、本人所得が一定額（＊）以下の方が対象となります。
＊平成17年度の所得基準＝118万円＋扶養親族などの数×38万円＋社会保険料控除など

 ■制度のメリット
　老齢基礎年金を受け取るためには、原則とし
て保険料の納付済期間などが25年以上必要ですが、
この制度の承認を受けた期間は、年金受給資格要
件（25年）に算入されます（年金額には反映され
ません）。
　また、満額の老齢年金を受け取るために、その
後10年間のうちに保険料を納付することができま
す。ただし、２年以上経過後は、保険料に一定の
加算が掛かります。
　仮に、障害や死亡といった不慮の事態が生じた
ときに、その月の前々月以前の１年間に保険料の
未納があると、障害基礎年金・遺族基礎年金が
受け取れない場合がありますが、この制度の承認
を受けている期間は、未納扱いになりませんので、
万一のときにも安心です。

 ■対象となる学校の拡大
●各種学校
　今までは一部の各種学校に限定
　　　↓平成17年４月から…
　 すべての各種学校（１年以上の課程に在籍する
方に限る）

●海外大学の日本分校
　 外国の大学などの課程を有する教育施設で、文
部科学大臣が指定する課程が対象

 ■手続方法

▶受 付 期 限　　５月31日（火）
▶受 付 場 所　　市役所国保年金課
▶必要なもの　　 年金手帳、学生証（コピー可）、

認印（本人が署名する場合不要）

卒業後

私たちは学生で収
入がないから、手
続をすれば保険料
は卒業してから払
ってもいいのよ。

学生時代に払ってい
なかった保険料を追
納すれば、その分、
老齢基礎年金の年金
額は増えるのよ。

学生も20歳になれ
ば国民年金に加入
することは知って
いるけど、保険料
を払うのはきつい
よな。

学生時代に国民年
金の保険料を払わ
なかったけど、老
齢基礎年金の年金
額はどうなるの？

保険料を払ってい
なくても万一のと
きには、障害基礎
年金がもらえるか
ら安心ね。

追納しない場合は、
その期間は年金額
に反映されないの
よ。

▶日　時　　４月25日（月）10：00～15：30
▶会　場　　市役所　１階中会議室
▶持参品　　 はがき（集合徴収案内状）、納付書、

年金手帳、認印
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食
は
「
人
を
良
く
す
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
食
は
生
き
る
力
の
源
で
あ
り
、

生
活
や
心
の
安
定
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
の
食
の
状
況
を
見

る
と
、
偏
っ
た
栄
養
摂
取
や
孤
食
な
ど
様
々
な
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
肥
満
や

高
血
圧
な
ど
小
児
生
活
習
慣
病
の
要
因
も
広
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
食
に
関
す
る
指
導
を
体
系
的
に
実
践
す
る
た
め
、
総
合

計
画
を
策
定
し
、
学
校
の
教
育
活
動
を
と
お
し
て
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
指
導
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

●問合先　市役所指導室 内線275・276

●
朝
食
を
食
べ
て
い
る
割
合
は
？

　

児
童
生
徒
の
93
％
が
食
べ
て
い
る
と
回
答
。

一
方
「
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
」
と
答
え
た

児
童
生
徒
数
は
、
２
０
０
人
に
の
ぼ
る
。

●
小
児
生
活
習
慣
病
傾
向
は
？

　

高
脂
血
症
や
肥
満
な
ど
の
生
活
習
慣
病

に
移
行
す
る
危
険
性
の
あ
る
児
童
は
約

10
％
、
生
徒
は
約
11
％
に
な
る
。

　

食
育
推
進
内
容
の
概
略
は
、
下
図
の
と

お
り
で
す
が
、
具
体
的
な
取
組
に
つ
い
て

は
、
各
学
校
に
お
い
て
４
月
中
に
説
明
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
際
に
参
考
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
配
布
す
る
予
定
で
す
。

教
育
・
子
育
て
支
援
情
報

目指す児童・生徒像
●正しい食習慣を身に付けた子ども　●健康と体力に自信の持てる子ども
●確かな学力を身に付けた子ども　　●思いやりの心にあふれた子ども

H16年9月に実施したアンケート結果

3572人（86％） 1267人（76％）

211人（13％）

81人（5％）

82人（5％）

13人（1％）
436人（10％）

98人（2％）
96人（2％）

9人（0％）

■毎日食べる
■ほとんど食べる
■食べることが多い
■ほとんど食べない
□たべない児童 生徒

児童

生徒

幼稚園 保育園 小学校 計

中学校 高等学校 計

1060人 130人 3021人 4211人

1537人 117人 1654人

推
進
計
画
は

児
童･
生
徒
の
実
態
は



基
本
施
策

行
動
計
画
の
推
進
体
制

次
世
代
育
成
支
援
対
策
行
動
計
画
と
は
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「
の
び
ゆ
く
守
谷
子
ど
も
未
来
プ
ラ
ン
」

「
の
び
ゆ
く
守
谷
子
ど
も
未
来
プ
ラ
ン
」が
ま
と
ま
り
ま
し
た

が
ま
と
ま
り
ま
し
た

●問合先　市役所児童福祉課 内線151

　

昨
年
９
月
、
市
保
健
福
祉
審
議
会
委
員

で
構
成
す
る
策
定
委
員
会
と
、
市
職
員
で

構
成
す
る
検
討
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
で
は
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
や
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
意
見
な
ど
を
参
考
に
、
子
育
て

支
援
に
関
す
る
課
題
な
ど
の
検
討
を
行
な

い
、
守
谷
市
次
世
代
育
成
支
援
対
策
行
動

計
画
「
の
び
ゆ
く
守
谷　

子
ど
も
未
来
プ

ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

急
速
な
少
子
化
の
流
れ
を
変
え
る
た
め
、

平
成
15
年
７
月
に
「
次
世
代
育
成
支
援
対

策
推
進
法
」
が
制
定
さ
れ
、
市
や
企
業
は

平
成
17
年
度
か
ら
10
年
間
に
集
中
的
・
計

画
的
な
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

計
画
の
策
定
に
あ
た
り
本
市
で
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
子
育
て
に
関
す
る
意
見
や

要
望
を
お
聴
き
し
な
が
ら
、｢

子
ど
も
が

心
豊
か
に
の
び
の
び
育
ち
、
親
が
い
き
い

き
子
育
て
で
き
る
ま
ち
・
守
谷｣

を
基
本

理
念
と
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
、
親
が

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
よ
う
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

基
本
目
標
を
実
現
す
る
た
め
、
基
本
施

策
と
し
て
７
つ
の
柱
を
立
て
ま
し
た
。

◎
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援

　

子
育
て
支
援
・
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、

子
育
て
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、

児
童
の
健
全
育
成

◎
母
子
福
祉
、
小
児
医
療
の
充
実

　

子
ど
も
や
母
親
の
健
康
確
保
、
食
育
の

推
進
、
思
春
期
保
健
対
策
の
推
進
、
小

児
医
療
の
充
実
、
不
妊
に
対
す
る
支
援

◎
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
支
え
る

教
育
環
境
の
整
備

　

次
世
代
の
親
の
育
成
、
学
校
の
教
育
環

境
な
ど
の
整
備
、
家
庭
や
地
域
の
教
育

力
の
向
上
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
有
害

環
境
対
策
の
推
進

◎
子
育
て
を
支
援
す
る
生
活
環
境
の
整
備

　

安
全
な
道
路
交
通
環
境
の
整
備
、
安

心
し
て
外
出
で
き
る
環
境
の
整
備
、
安

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

◎
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
推
進

　

男
女
の
働
き
方
の
見
直
し
、
仕
事
と
子

育
て
の
両
立
を
推
進

◎
子
ど
も
の
安
全
確
保

　

交
通
安
全
・
防
犯
対
策
の
推
進
、
被
害

に
あ
っ
た
子
ど
も
の
保
護
の
推
進

◎
保
護
が
必
要
な
子
ど
も
や
家
庭
へ
の
支
援

　

児
童
虐
待
家
庭
な
ど
へ
の
自
立
支
援
の

推
進
、
障
害
児
施
策
の
充
実

　

こ
の
計
画
は
、
市
の
総
合
計
画
や
他
の
計

画
と
の
整
合
性
と
、
関
係
部
局
・
団
体
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
さ
ら
に
全
庁
的
な
体
制
の
も
と
、
各

年
度
お
い
て
実
施
状
況
を
把
握
・
点
検
し

な
が
ら
計
画
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◎
情
報
公
開
に
よ
る
計
画
推
進

　

毎
年
１
回
、
計
画
の
実
施
状
況
を
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
に
よ
り
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
、
意
見
や
提

言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
計
画
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

◎
保
健
福
祉
審
議
会
策
定
部
会
の
開
催

　

引
き
続
き
保
健
福
祉
審
議
会
策
定
部
会

を
開
催
し
、
進し

ん

捗ち
ょ
く

状
況
の
点
検
や
内
容

の
修
正
、
評
価
な
ど
を
行
な
い
ま
す
。

守
谷
市
次
世
代
育
成
支
援
対
策
行
動
計
画

■■基本理念■■
子どもが心豊かにのびのび育ち、親
がいきいき子育てできるまち・守谷

◆◆基本目標◆◆
子育ち「子どもが人間性豊かにのびのび育つ
まち」
子どもたちが健やかに生まれ育ち、さらには
次代の親として人間性豊かに成長できるよう
な、のびのびと子どもが育つまちづくりを目
指します
親育ち「親が子育てをとおして喜びや希望を
持つことができるまち」
家庭や保育所、幼稚園、学校、地域社会、企
業、行政などが連携し、地域としてきめ細や
かな子育て支援サービスを提供していくこと
により、親の子育て負担を軽減しつつ、親が
子育てをとおして、喜びや希望を持つことが
できるようなまちづくりを目指します
地域育ち「地域が子どもの成長、親の子育て
を支援できるまち」
地域全体として、安心して子育てができるま
ちづくりを目指します
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具体的な行動計画の内容
具体的な目標値を設定し、その計画期間内に実践していきます

事業名など 計画の内容
目　標 事業予定年度

17 18 19
現状

平成16年度
目標値

～平成21年度
通常保育
延長保育
休日保育
障害児保育
保育所待機児童数
一時保育

431人／５か所
70人／５か所
６人／１か所
９人
64人

14人／２か所

546人／７か所
195人／７か所
44人／４か所
15人
０人

29人／４か所

待機児童ゼロを目指し、民間保育
所を２か所増設して、保育定員数
の拡大及び保育サービスの充実を
図る

概
おおむ

ね３歳未満の児童を、週に２～
３日程度定期的に保育する

家庭での保育が困難な病気回復期
にある児童を、施設で一時預かり
保育を行う

サポート・センターの機能を充実さ
せ、サービス提供会員数を増やす

支援センターを２か所増設し、子
育て支援の充実を図る

子育て中の方が気軽に相談、交流
ができる広場を開設

コーディネーターを配置し、サー
ビス情報の収集・集約・提供な
ど、子育て支援を総合的に行う

放課後、家庭が留守になる児童を
教室で預かり生活指導などを行う
時間外預かり保育の充実
市の子育て情報を集約したホーム
ページを立ち上げ、総合的な情報
を提供する

学校の校庭や教室などを放課後や
週末に開放し、地域のボランティ
アの協力を得て、体験活動や地域
住民との交流活動の場を提供する
受診者数を増やす
３～４か月、１歳６か月児、３歳
児健診の受診者数を増やす

中高生の体験学習を引き続き実施

父と子の親子遊び教室の開催
ネットワーク会議を発足させ、児
童虐待防止に努める

★特定保育

★病後児保育

ファミリー・サポ
ート・センター

地域子育て支援セ
ンター

★つどいの広場

★ 子育て支援総合
コーディネーター

放課後児童クラブ

預かり保育（幼稚園）

子育てホームペー
ジによる情報提供

★ 地域子ども教室
推進事業

妊婦一般健康診査

乳幼児健診

中高生の乳幼児ふ
れあい体験

★サタデーパパ

★ 児童虐待防止ネ
ットワーク

－

－

87人

３か所

－

－

－

321人／
小学校９か所
６か所

開設

試行期間

89.8％

91.6～94.6％

560人

－

２人／１か所

10人／１か所

150人

５か所

１か所

１人

発足

407人／
小学校９か所
６か所

継続

小学校
９校で実施

93％

95～96％

600人

開催

★新規事業　◎導入　○継続

20 21

－ － ◎ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○

－ － － － ◎

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

◎ ○ ○ ○ ○

◎ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

◎ ○ ○ ○ ○

◎ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

◎ ○ ○ ○ ○

◎ ○ ○ ○ ○

●教育・子育て支援情報
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　市の子育て支援センターでは、各機関が連携を取りながら、

子育て中のお母さんやその家族を応援する事業を行っています。

一人で頑張り過ぎず、一緒に子育てを楽しみましょう。

子育
て支
援セ
ンタ
ー

事業
紹介

事業名

育 児 相 談

巡 回 相 談

夢っ子ひろば（北園保育所☎45-2462）

家庭児童相談室（☎45-2314）

ねっこ（まつやま保育園☎45-8828）

アビエス（わかばのもり保育園☎48-1735）

事業名
夢 っ 子
ひ ろ ば
子 育 て
広 場
お に わ で
あ そ ぼ う

な か よ く
あ そ ぼ う

リトミック

赤ちゃん体操

夢 っ 子
クッキング
来 所
育 児 相 談
で ん わ
育 児 相 談

活動日時
月･火・水・金
９：30～15：30
子育てカレン
ダー参照
月～金
10：00～16：00

第３火
10：00～11：00

第１水
10：00～11：00

６･９･11月の
土（３連続）

６･９･11月の
水

水

月～金
10：00～16：00

内　　　　容
北園保育所集会室を開放
※金曜日は０～１歳11か月
公民館や学校の空き部屋を
開放（９か所）
北園・土塔中央・野木崎保
育所の園庭を開放
市立保育所の０歳児クラス
で一緒に遊ぶ（０～11か月
児の親子各２組）
専門講師と一緒に、親子で体
を動かして楽しむリズム遊び
インファントマッサージの
専門講師と一緒に赤ちゃん
体操を楽しむ（４～５か月児）
四季折々の食材を使った子ど
も向けの食事やおやつを調理

育児の悩みや不安の相談

育児の悩みや困りごとの電話相談
（市立保育所、夢っ子ひろば）

活動日時
月～金
８：30～17：00

６／７、９／９、
H18.１／24

内　　　　容
来所・電話による子育て中
の不安や悩み相談
児童相談所の児童福祉司、
心理判定員、家庭相談員が
相談に応じる

事業名

親 子 活 動

レ ス ト ･
ら ん
お母さんの
勉 強 室
園庭・室内
開 放
ね っ こ
講 演 会
ね っ こ
運 動 会
ね っ こ
ﾌﾘｰ ﾏ ｰ ｹ ｯ ﾄ
で ん わ
育 児 相 談

活動日時
火
9：30～10：30
月～金
12：00～
9～11月の第３水
9：30～

月～金

７／２（土）

１／28（土）

11／29（火）

月～金
10：00～16：00

内　　　　容
年齢ごとにリズムやお散歩、季
節の製作あそびを親子で楽しむ
離乳食から大人のランチまで
をゆったりのんびり味わう
お子さんを託して、太極拳
を学ぶ
園庭（9 :00～16 :00）・室内
の開放
南修治さんの歌やトークで、
子育てについて学ぶ
市内の０～２歳児対象の運
動会
子育てグッズのフリーマー
ケット
子育てに関する不安や悩み
の電話相談

事業名

親 子 活 動

ア ル ム の
も り

園 庭 開 放

で ん わ
育 児 相 談

活動日時
木
10：30～11：30
木
11：45～
月～金
9：00～16：00
月～金
10：00～16：00

内　　　　容
年齢に合わせた製作やリズ
ム遊びなどを楽しむ
親子活動後のランチタイム
（５組限定）

園庭の開放

保育士による電話相談

★
高野公民館

ジョイフル本田
インテリア資材
センター

至国道294号

GS至
水
海
道

至
取
手

★

もりや
学びの里

守谷高校

至野木崎

至滝下橋

★
保健センター

カスミ
守谷店金

物
店

至みずき野

至守谷駅

★児童館

スーパー
かどや

至取手

至水海道

至
松
前
台

ふ
れ
あ
い
道
路

至
文
化

　
会
館

★
まつやま
保育園

ひかり
幼稚園

至南守谷駅

至奥山新田

至
守
谷
駅

至
み
ず
き
野

★
北園保育所

杉山動物
病院

至国道294号

至伊奈町

至
小
絹

至
守
谷
駅

北守谷公民館 高野公民館 もりや学びの里 保健センター 児 童 館 わかばのもり保育園 まつやま保育園 北園保育所

★
北守谷公民館

至
新
守
谷
駅

至守谷高校 至市役所

至
滝
下
橋

コンビニ

松前台小 文
まつのき
公園

守谷
第一病院

●問合先　子育て支援センター事務局　北園保育所　☎45-2641

※ 子育てサークル支援として、広場やおもちゃの貸出し、
子育てサークルへの出前サービスも行っています

●● ◎

宮代技建

市役所ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル ★

わかばのもり
保育園
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児童館（☎45-2278）
事業名
自 由 来 館
ミ ニ
おはなし会
工 作

親 子 で
楽 し も う

映 画 会
サ タ デ ー
パ パ
図書貸出し

活動日時
月～土
月･水･金
11:40～11:50
月･水･金

火･木
11:00～11:40

月１回11:20～
奇数月の第２土
11:00～11:50
開館時間中

内　　　　容
自由に親子で遊ぶ

絵本や紙芝居などの読み聞かせ

月１回参加可
歌、手遊び、工作、リズムな
どを親子で一緒に楽しむ（1歳
児・２歳～）
アニメなど上演（幼児）　
パパと幼児（２歳～）が体を動か
して遊ぶ
１人１冊、１週間貸出し

保健センター（☎48-6000）
事業名

健 康 診 査

育 児
健 康 相 談

離乳食教室

子育て教室

電 話 相 談

家 庭 訪 問

活 動 日

センター予定
表参照

年11回

月１回

２か月に１回

随時

随時

内　　　　容
医師による子どもの成長や発達
の確認と、子育て中の不安や悩
みを一緒に考える
計測のほか、栄養、子どもの健
康のこと、子育て中の不安や悩
みを一緒に考える
離乳食初期の試食と栄養、子育
て相談
３か月ごろの母子で、家族が増
えた生活の今の気持ちを話し合
う、母親同志の友達づくりの場
お子さんの健康、栄養、育児に
関する相談
新生児訪問のほか、お子さんの
健康や育児の相談

もりやファミリー・サポート・センター（☎45-2432）

　「近くに頼る人がいなくて困っている」という
方、安心して子育てができるようお手伝いします。
お子さんを自宅で預かってくれる方とのコーディ
ネートをします。
▶開設日時　月～金曜日　９：00～17：00
※ 利用会員（お子さんを預けたい方）に申込され
る方は、開設時間内にセンターで受け付けます

５５月の子育てカレンダー月の子育てカレンダー

２月　夢  み  中
６金　夢 ０～１歳11か月  郷  み
９月　夢  み  高   保 ポリオ
10火　夢   ね ２歳～   楽 ２歳～
11水　リ １歳･２歳～
12木　お   ア ２歳～   楽 １歳 
13金　夢 ０～１歳11か月  み  ロ
14土　サ ２歳～
16月　夢  み
17火　夢   な ０歳   ね １歳   楽 ２歳～ 
18水　夢
19木　お   ア ６～11か月   楽 １歳 
20金　夢 ０～１歳11か月   み  久
　　　保  育児健康相談会
23月　夢  み  北
24火　 夢 ね ア６月分予約受付開始10:00～16:00  

夢    ね ０歳   楽 ２歳～ 
25水　夢
26木　お    ア １歳   楽 １歳 
27金　夢 ０～１歳11か月  み  ロ
30月　夢  み   保 離乳食教室
31火　夢    楽 ２歳～   保 ＢＣＧ

　夢っ子ひろば（北園保育所☎45-2462）
夢　 夢っ子ひろば（室内自由解放）９:30～15 :30
み　子育て広場みずきの（郷州小学校）10:00～15:00
お　 子育て広場おおがしわ（大柏生活改善セン
ター）10 :00～15 :00

中　子育て広場中央（中央公民館）10:00～11:30
高　子育て広場高野（高野公民館）10:00～･13:00～
北　 子育て広場北守谷（北守谷公民館）10:00～･
　　13:00～
郷　子育て広場郷州（郷州公民館）10:00～11:30
ロ　 子育て広場ログハウス（国際交流研修セン
ター）10 :00～11:30

久　子育て広場久保ケ丘（文化会館）10:00～11:30
な　なかよくあそぼう10 :00～11:00 ★要予約
リ　リトミック10:00～･11:00～★要予約
　ねっこ（まつやま保育園 ☎45-8828）
ね　ねっこ（親子活動）９:30～★要予約
　アビエス（わかばのもり保育園 ☎48-1735）
ア　アビエス（親子活動）10 :30～★要予約
　児童館（☎45-2278）
楽　親子で楽しもう（親子活動）11 :00～（火）、
　　11 :40～（木）
サ　サタデーパパ　11:00～
　保健センター（☎48-6000）
保　保健センター事業

 

郷州小学校 文化会館 国際交流研修センター

★国際交流研修センター

至常総運動公園

至ふれあい道路

市役所

アサヒ
ビール

★
文化会館

至
新
守
谷
駅至取手

至水海道 至谷和原

至
滝
下
橋

立沢公園

ユニー

ふ
れ
あ
い
道
路

交番

×
★
郷州小学校

さくらの杜
公園

至
取
手

至伊奈

至戸頭駅

至
奥
山
本
田

南
守
谷
出
張
所

消
　 

防 

　
署

みずき野郵便局

郷州公民館

〒

●教育・子育て支援情報

大柏生活改善センター

至取手

★
ワンダーグー

アジュール西光寺

大柏生活改善
　　　センター

給食センター

卍
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守守谷市民活動支援センター守谷市民活動支援センター

市民活動  サロン市民活動  サロン市民活動  サロン
   問合先　守谷市民活動支援センター　 　　 46-3370FAX

守谷市民活動支援センター

●

　守谷市民活動交流会には下表の活動団体があります。皆さんの活動のお力になりますので、ぜひ交
流会事務局「市民活動支援センター」までご相談ください。
 団　体　名 活　動　分　野

 大柏里山の会 環境保全（草刈りごみ収集など）   
 お話しまつぼっくり 子どもの健全育成（絵本の読
  み聞かせなど） 
 北原純歌謡教室　日舞・千歳 歌と踊りによる福祉施設訪問
 流紫舞会ボランティアチーム など 
 更生保護婦人会 保護司への協力、青少年の健
  全育成 
 高野地区まちづくりの会 まちづくり、環境保全、地域安全    

 SUN・SUNサークル 花植え、ごみ処理などの環境保全    
 手話サークル　たんぽぽ 手話指導による福祉の増進 

 常総老いと生いを考える会 老人介護、保育所などの福祉  の増進 
 女性セミナー連絡協議会 学術・文化振興 

 朗読ボランティアコスモス 音訳テープ作成及び朗読など

　私たちの町、大柏は特に有名な歴史遺跡や景
勝の地があるわけではありません。でも私たち
はこの町をとても大切に思っています。なぜな
ら、多くの自然と愛すべき人々の生活があるか
らです。
　大柏下ケ戸から新田、そして市役所へかけて
の広大な里山や谷津は、まだ昔の面影を十分残
しています。しかしながら、このまま放置して

おけば悪質な不法投棄ごみや無計画な乱開発に
より、一瞬のうちに豊かな自然はなくなってし
まうでしょう。「草を刈り、ごみを浚

さら

い、ホタル
が生息できる環境をつくる」これが会の活動の
基本であり、可能な限り、この環境を次世代に
残していくのが目標です。
　里山づくりには、自然を守っていこうと考え
る、すべての人々の小さな力の結集が何よりも
大切です。この地域の住民に限らず、私たちの
考え方に賛同していただける多くの人たちに、
参加を呼び掛けていきたいと考えています。
　月１回の例会は、偶数月には第２日曜日、奇
数月には第２土曜日、午前９時から正午までレ
ストラン郭

かっこう

公（守谷市大柏1040-1）前に集合して
活動しています。
▶問合先　髙木  ☎48 -4204

大 柏 里 山 の 会

市民活動交流会の団体紹介市民活動交流会の団体紹介

 団　体　名 活　動　分　野
 スリランカの子どもたち   
 の就学を援助する会 就学援助などの協力  
 立沢里山の会 環境整備保全

 図書館と歩む会 図書館関係行事協力 
 パソ・ボラ守谷 パソコン技能指導

 ふるさと大野を語る会 ふるさとの歴史調査、後世
  への伝承
 守谷環境情報ネットワー 環境情報の整備提供、ネット
 ク推進協議会 ワークづくり、環境教育支援
 もえむ21 環境保全

 守谷市消費者の会 消費者の保護など
 
 守谷ファンキーブラス 福祉施設での音楽活動など
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今
日
は
少
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
話
を
し
よ
う

と
思
い
ま
す
。
ド
イ
ツ
人
と
し
て
の
誇
り
よ

り
、
私
は
E
Ｕ
圏
民
で
あ
る
こ
と
を
大
切
に

思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
E
Ｕ
の
中
で
「
こ
れ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
精
神
だ
！
」
と
思
っ
て
い
る
国
は
、
神
奈

川
県
と
同
じ
面
積
を
持
っ
て
い
る
ル
ク
セ
ン

ブ
ル
ク
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
語
圏
と
ド
イ
ツ
語

圏
に
囲
ま
れ
て
い
る
た
め
、
公
用
語
は
何
と

３
か
国
語
で
す
。
新
聞
は
仏
語
、
独
語
、
そ

し
て
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
語
と
い
っ
た
言
葉
で

書
か
れ
て
、
さ
ら
に
学
校
で
も
、
理
科
は
仏

語
で
、
社
会
は
独
語
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
に
、
外
国
人
人
口
は
な
ん
と

37
％
。
ド
イ
ツ
に
も
、
異
文
化
と
触
れ
合

え
る
場
は
割
と
多
い
で
す
ね
（
と
い
う
よ
り
、

も
と
も
と
国
内
に
異
文
化
は
山
ほ
ど
あ
り
ま

す
）
。
街
角
の
ト
ル
コ
料
理
屋
台
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
人
の
同
級
生
、
隣
の
ス
ペ
イ
ン
人
の
奥
さ
ん
。

　

私
が
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
こ
ろ
、
う
ち
に

ガ
ー
ナ
人
留
学
生
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
高
校
を
卒
業
す
る
前
に
、
イ
ギ
リ
ス
、

フ
ラ
ン
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
デ
ン
マ
ー
ク
、

ス
ペ
イ
ン
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
の
色
々
な
国
で

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
留
学
を
し
ま
し
た
。
外
国

で
の
寂
し
い
一
人
ク
リ
ス
マ
ス
よ
り
、
本
格

的
な
ド
イ
ツ
の
ク
リ
ス
マ
ス
を
体
験
さ
せ
て

あ
げ
た
い
と
い
う
思
い
で
、
シ
ュ
タ
ー
ク
家

は
ク
リ
ス
マ
ス
に
必
ず
留
学
生
を
呼
ぶ
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
は
ス
ペ
イ
ン
、
日

本
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
な
ど

の
国
々
の
留
学
生
や
在
欧
州
駐
在
社
員
が
、

シ
ュ
タ
ー
ク
家
に
来
て
い
ま
し
た
。

　

島
国
で
あ
る
上
に
、
外
国
人
人
口
が
僅わ
ず
か１

％

の
日
本
は
、
そ
う
い
う
環
境
に
と
て
も
肩
を

並
べ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
異
文
化
と
触
れ
合

う
機
会
が
そ
れ
ほ
ど
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

今
度
国
際
交
流
の
チ
ャ
ン
ス
が
守
谷
市
に
き

ま
す
。
６
月
に
は
米
姉
妹
都
市
の
グ
リ
ー
リ
ー

市
か
ら
、
10
人
の
中
高
校
生
が
来
市
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
そ
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
な
り

ま
せ
ん
か
。
特
に
今
英
語
を
勉
強
さ
れ
て
い

る
中
学
生
や
高
校
生
の
い
る
家
庭
で
は
、
学

習
意
欲
を
高
め
る
機
会
に
も
な
る
で
し
ょ
う
。

詳
細
は
17
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
た
く

さ
ん
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
生
活
の
話
を
し
、
相
手
が
ど
の
よ

う
に
暮
ら
し
て
い
る
か
を
見
る
と
、
非
常
に

面
白
く
て
刺
激
に
な
り
ま
す
。
「
英
語
が
話

せ
な
い
」
と
心
配
す
る
方
に
、
海
外
暮
ら
し

６
年
の
経
験
者
で
あ
る
私
か
ら
一
言
言
わ
せ

て
頂
き
ま
す
…
言
葉
な
ん
て
、
ど
う
で
も
い

い
で
す
よ
。
ペ
ン
で
描
い
た
り
、
身
振
り
手

振
り
で
話
し
た
り
、
笑
顔
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
は
か
っ
た
り
す
れ
ば
、
心
は
通
じ

合
い
ま
す
。

◆
サ
ラ
サ
ラ
イ
ベ
ン
ト
！

 • 
５
月
14
日
（
土
）　

図
書
館
で
朗
読
会

 • 

５
月
29
日
（
日
）　

ド
イ
ツ
音
楽
祭

　

詳
し
く
は
、
次
回
の
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｙ
Ａ
滞
在
記

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
！

人
生
、
一
期
一
会
と
い
う
じ
ゃ
な
い
の
。
出
会
い
を
大
切
に
し
よ
う
ね
。

▶日　時　５／25（水）10：00～13：00
▶会　場　北守谷公民館
▶対　象　市内在住・在勤の方　21名
　　　　※定員超過の場合抽選

シュタークさんの独仏料理教室　
　　　　　フランス人女性を呼んで、フランス料理も作ります！

▶参 加 費　1,000円程度
▶申込期限　５／11（水）
▶申込・問合先
　市役所くらしの支援課活動支援Ｇ　内線132・133

　国際交流員として当市に滞在中のシュターク・サラさんに、
守谷、そして日本について自由に語ってもらうコーナーです。

MMORIYA滞在記

シュタークさんのシュタークさんのシュタークさんの

MORIYA滞在記MORIYA滞在記



〜
も
り
や
の
自
然
を
満
喫
し
ま
せ
ん
か
〜

 

春
の
渡
り
鳥
観
察
会

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者
募
集
！

尾
瀬
ハ
イ
キ
ン
グ

～真夏の夕べ素敵なひととき～　市役所中庭が音楽の広場に…

平成17年
度

*
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利
根
川
と
鬼
怒
川
に
挟
ま
れ
た
、
西
大

木
の
水
田
地
帯
を
移
動
す
る
水
辺
の
生
物

た
ち
を
観
察
し
ま
し
ょ
う
。
毎
年
５
月
初

め
に
は
、
シ
ギ
・
チ
ド
リ
の
大
群
が
通
過

し
ま
す
。

▼ 

日
時　

５
月
８
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

正
午

※
雨
天
中
止

▼ 

集
合　

市
役
所
正
面
玄
関
前
駐
車
場
に

午
前
８
時
30
分
集
合

※
申
込
不
要

▼ 

観
察
場
所　

西
大
木
地
区
水
田

▼ 

指
導
者　

守
谷
鳥
類
調
査
会
、
日
本
野

鳥
の
会
茨
城
支
部

▼ 

携
行
品　

筆
記
用
具（
双
眼
鏡
、ル
ー
ペ
、

図
鑑
な
ど
も
あ
れ
ば
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

▼ 

問
合
先　

市
役
所
生
涯
学
習
課
生
涯
学

習
Ｇ　

内
線
２
７
７

▼ 

日
時　

５
月
15
日
（
日
）　

集
合
：
午

前
９
時
、
開
始
：
午
前
９
時
30
分

※
雨
天
の
場
合
、
22
日
（
日
）
に
延
期

▼
会
場　

常
総
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

▼ 

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

60
名

※ 

初
心
者
も
参
加
可
。
組
合
せ
は
当
日
発
表

▼ 

競
技
方
法　

16
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ

レ
イ

※ 

道
具
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
申
込
時

に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

▼
参
加
費　

１
人
５
０
０
円　

▼ 

申
込
方
法　

４
月
25
日
（
月
）
午
後
５

時
ま
で
に
参
加
費
を
添
え
直
接
申
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
生
涯
学
習
課

　

ス
ポ
ー
ツ
Ｇ　

内
線
２
７
３

　

守
谷
市
体
育
協
会
で
は
、
尾
瀬
ハ
イ
キ

ン
グ
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

春
の
尾
瀬
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
今

回
は
水
芭
蕉
の
咲
き
始
め
る
こ
ろ
の
尾
瀬

を
歩
き
ま
す
。

▼
期
日　

５
月
28
日（
土
）〜
29
日
（
日
）

※
出
発
は
５
月
27
日
（
金
）
午
後
11
時

（
夜
行
１
泊
２
日
）

▼
宿
泊　

尾
瀬
ヶ
原
の
山
小
屋

▼
募
集
人
数　

約
22
名　

▼ 

費
用　

２
万
２
０
０
０
円
（
バ
ス
代
・

宿
泊
費
・
保
険
代
・
入
浴
料
）

▼
主
催　

守
谷
市
体
育
協
会
登
山
・
ハ
イ

　

キ
ン
グ
部
（
守
谷
山
の
会
リ
ー
ダ
ー
部
会
）

▼ 

申
込
方
法　

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
・
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス（
可
能
な
方
）
を
記
入
し
、
４
月
25

日
（
月
）
ま
で
に
申
し
込
む

▼ 

申
込
・
問
合
先　

〒
３
０
２
|

０
１
０
１

守
谷
市
板
戸
井
２
３
８
５
|

１　

守
谷

山
の
会
事
務
局　

高
梨 

隆

　

☎
48
―
０
６
５
５

　
　

 ryu727jp@
ybb.ne.jp

▲

開催日時　 ８月６・13・20日、９月３日（土曜日、
計４日開催）午後６時スタート

 ※ ８月27日（土）にTX開通記念イベントが開催
されるため変則的な開催となりますので、応募
の際はご注意ください▲

開催会場　市役所中庭　特設ステージ
　　　　　 （８/13及び雨天時は庁舎内ロビー）▲

募集団体数　20団体
※ 応募のあった団体を、運営委員会で応募資格該
当団体であるか確認後、超過の場合は抽選する▲

演奏時間　１団体20分（入退場時間含む）

▲

応募資格　 市内在住・在勤・在学の方たちで
結成され、実行委員として活動可
能な音楽団体（生演奏に限る）

※実行委員活動内容
　●会議への参加（２回程度）
　● リハーサルから片付け終了までの運営（出演
日以外の１日、各団体２名）▲
申込方法　 所定の申込用紙（申込先、各公

民館、中央図書館、文化会館に用
意）に必要事項を記入し、郵送又
は直接窓口で申し込む（ＦＡＸ可）▲

申込締切り ４月26日（火）午後５時必着▲

申込･問合先 市役所生涯学習課生涯学習Ｇ
 〒302-0198 守谷市大柏950-1 内線278
 　 45-5703

　「夕べのコンサート」は、市民の皆さんに音楽
の演奏や合唱のすばらしさを生で味わっていただ
き、楽しいひとときを過ごしていただくと共に、
地域に根ざした音楽活動の充実を図るために、市

役所中庭で開催されるコンサートです。
　昨年は延べ1,400名を超える来場者の皆さんを
魅了しました。日ごろの練習の成果を発表するた
めに、ぜひご応募ください。



開講式、拓本・表装の概要、用具
の説明、タンポの作成

採 拓 （大洋村大儀寺）

  〃 （龍ヶ崎歳時記の道）

  〃 （埼玉県羽生市）

  〃 （福島県勿来の関公園）

裏打ち作業

      〃　

軸・額作成 ①

     〃 ②

     〃 ③

表装作業、閉講式

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

５/21（土）
13：00～17：00

６/４（土）

６/18（土）

７/２（土）

７/16（土）

８/６（土）
9：00～17：00
８/20（土）
13：00～17：00

９/３（土）
９：00～17：00

９/17（土）
13：00～17：00

10/１（土）
9：00～17：00

10/22（土）
9：00～17：00

 回 期　　日 内　　　　　容

　

文
化
協
会 

拓
本
・
表
装
講
座
　

文
化
協
会  

茶
道
講
座
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子
育
て
は
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ら
く
て
イ
ラ
イ
ラ
し
て
、

ど
う
し
て
私
ば
か
り･･･

と
思
う
こ
と
も

多
い
は
ず
。

　

そ
う
し
た
皆
さ
ん
の
悩
み
や
不
安
、
孤

独
感
を
少
し
で
も
解
消
し
、
子
育
て
を
一

緒
に
考
え
て
い
く
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
ク
ラ
ス
は
学
校
ご
と
に
編
成

し
ま
す
の
で
、
友
達
も
作
り
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
活
動　

５
月
〜
３
月
の
間
で
10
回
程
度

▼ 

内
容　

子
育
て
を
テ
ー
マ
と
す
る
話
し

合
い
や
講
話
、
施
設
研
修
、
料
理
、
高

校
見
学
な
ど

▼ 

対
象　

小
・
中
学
生
（
学
年
不
問
）
の

お
子
さ
ん
が
い
る
方

▼
費
用　

無
料

▼ 

申
込
方
法　

４
月
28
日
（
木
）
ま
で
に

直
接
、
又
は
電
話
で
申
し
込
む

▼ 

申
込
・
問
合
先　

市
内
各
小
・
中
学
校

（
教
頭
）
、
又
は
市
役
所
生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
Ｇ　

内
線
２
７
８

平
成
17
年
度
小
・
中
学
校
家
庭
教
育
学
級

子
育
て
仲
間
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

▼ 

目
的　

句
碑
・
歌
碑
な
ど
の
採
拓
及
び

表
装
技
術
の
習
得
と
仲
間
づ
く
り

▼ 

期
間　

５
月
21
日
（
土
）
〜
10
月
22
日

（
土
）
全
11
回　

▼
会
場　

中
央
公
民
館　

２
階
集
会
室

▼
対
象　

市
内
在
住･

在
勤
の
方

▼
募
集
人
数　

 

10
名（
超
過
の
場
合
抽
選
）

▼
講
師　

守
谷
市
拓
本
同
好
会
会
員

▼
内
容　

左
表
の
と
お
り

▼
費
用　

無
料
※
用
具
代
な
ど
は
自
己
負
担

▼
主
催　

守
谷
市
文
化
協
会
拓
本
部

▼ 

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
・
年
代
・
電
話
番
号
・
講
座
名
を
記

入
の
上
、
申
し
込
む

▼
申
込
締
切
り　

４
月
28
日
（
木
）
必
着

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
生
涯
学
習
課

　

生
涯
学
習
G　

〒
３
０
２
―
０
１
９
８

　

守
谷
市
大
柏
９
５
０
―
１ 

内
線
２
７
７

　　

お
茶
は
、
楽
し
く
心
豊
か
に
し
て
く
れ

ま
す
。
自
信
を
持
っ
て
お
茶
会
に
参
加
で

き
る
よ
う
に
正
式
な
作
法
を
習
得
し
、
新

た
な
世
界
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼ 

日
時　

５
月
28
日
〜
平
成
18
年
２
月
25

日
の
第
４
土
曜
日
（
全
10
回
）
午
前
９

時
30
分
〜
正
午　

▼
会
場　

中
央
公
民
館　

２
階
和
室

▼
対
象　

市
内
在
住
で
中
学
生
以
上
の
方

（
性
別
不
問
）

▼
募
集
人
数　

15
名（
超
過
の
場
合
抽
選
）

▼ 

講
師　

藤ふじ
な
か中
宗そう
じ
ゅ
ん醇
氏
（
表
千
家
流
・

み
ず
き
野
在
住
）

▼
参
加
費　

５
０
０
円
／
回
（
当
日
）

▼
主
催　

守
谷
市
文
化
協
会
茶
道
部
会

▼ 

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
・
年
代
・
電
話
番
号
・
講
座
名
を
記

入
の
上
、
申
し
込
む

▼
申
込
締
切
り　

５
月
10
日
（
火
）
必
着

▼ 

申
込
・
問
合
先　

市
役
所
生
涯
学
習
課

　

生
涯
学
習
Ｇ　

〒
３
０
２
―
０
１
９
８

　

守
谷
市
大
柏
９
５
０
―
１ 

内
線
２
７
７



　バ　　　レ　　エ

　カラオケ（歌謡曲）

　リフレッシュ体操

　ボディーバランス

ろ う け つ 染 め

　七 　　宝　　 焼 

４/20～６/15
第２･３水曜日

５/３～７/19
第１･３火曜日

５/11～７/20
第２･３水曜日

５/12（木）、６/９（木）

５/17（火）

５/24（火）、６/14（火）

９:00
～11:00

19:00
～21:00

11:00
～13:00

15:00
～17:00

９:30
～13:00

集会室

美術工芸室

スワニルダの会

サクラ会

リフレッシュ体操

ボディーバランス
エクササイズ

花みずき

七宝焼きひまわり

４/19（火）

４/28（木）

５/10（火）

５/12（木）

定期使用サークルの活動を体験してみませんか。
皆さん、お待ちしています。ふれあい体験教室ふれあい体験教室

　中央・郷州・高野・北守谷の各公民館は、利用
者の皆さんの利便性向上を図り、下記のとおり月
曜日も開館します。

▼施　　行  ４月１日

▼開館時間　 午前９時～午後９時（部屋の利用予
定がない日は、午後５時閉館）

▼休 館 日　 毎月第３月曜日、年末年始12月28日
～翌年１月４日（その他臨時休館す
る場合があります）

※上記以外は、祝日や夜間もご利用いただけます

● 公民館図書室開室時間
　午前９時30分～午後４時30分
　 ※ 公民館図書室は、中央図書館の休館日と同じ
日が休室となります。よって毎週月曜日以外
に、４月は４月28日、５月は、３・６・31日
が休室となります

● 郷州・高野・北守谷公民館では、月曜日から金
曜日の午前８時30分から午後５時まで諸証明の
発行を行っています（第３月曜日及び祝日は除
く）

　中央公民館　☎48-6731　　45-8003
　郷州公民館　☎48-6711　　46-0310
　高野公民館　☎45-5411　　20-6311
　北守谷公民館　☎47-0111　　47-0112

〝
子
育
て
広
場 

学
び
の
里
〞
開
設
に
伴
う

「
も
り
や
学
び
の
里
」

　

改
修
工
事
の

　
　
　
　

お
知
ら
せ

▼対　　象　市内在住の成人の方

▼募集人数　各教室10名

▼申込方法　直接、又は電話で申し込む

▼ 申込・問合先　郷州公民館　☎48-6711
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６
月
下
旬
か
ら
〝
子
育
て
広
場　

学
び

の
里
〞
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い

５
〜
６
月
に
、
学
び
の
里
の
子
ど
も
室
及

び
和
室
１
の
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

ご
利
用
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
不
便
を

お
掛
け
し
ま
す
が
、
し
ば
ら
く
の
間
、
他

の
公
共
施
設
や
〝
子
育
て
広
場
大
柏
〞
、

〝
子
育
て
広
場
郷
州
〞、〝
子
育
て
広
場
の

出
前
〞
な
ど
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、〝
子
育
て
広
場　

学
び
の
里
〞

は
、
お
母
さ
ん
と
子
ど
も
た
ち
の
交
流
は

も
ち
ろ
ん
、
子
育
て
に
関
す
る
相
談
も
常

時
行
い
ま
す
。
開
設
ま
で
し
ば
ら
く
お
待

ち
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
合
先　

市
役
所
児
童
福
祉
課
児
童
健

全
育
成
Ｇ　

内
線
１
５
３
、
市
役
所
生

涯
学
習
課
生
涯
学
習
Ｇ　

内
線
２
７
８

ご利用ください。ご利用ください。

公民館月曜日開館公民館月曜日開館！！

郷州公民
館

 教　室　名 実　施　日 時　間 部　屋 実施サークル名  申込締切り



《年間計画》※計画は変更になる場合があります

広報もりや2005.4.10

▲

開催期間　５月11日（水）
　及び時間　　　　～平成18年３月15日（水）
　　　　　　原則的に午前９時30分～11時30分▲

募集人数　市内在住・在勤の女性40名
　　　　　　※初めての方優先。再参加も可
　　　　　　※定員超過の場合は主催者側で抽選

▲

会　　費　 年間2,000円（ほかに学習内容によ
り実費負担有）▲

申込方法　 往復はがきに住所・氏名・電話番
号・セミナー名を記入の上、４月25
日（月）必着で申し込む▲

申 込 ・　中央公民館  〒302-0110　
　問 合 先 守谷市百合ケ丘二-2540-1 ☎48-6731

春は
る

を
待ま

つ
娘こ

の
難な

ん
び
ょ
う病の

こ
も
ご
も
と

 

池い
け
だ田　

愛あ
い
こ子

ラ
ン
ド
セ
ル
背せ

お負
ふ
を
日に

っ
か
は
る
ど
な
り

課
春
隣

 

池い
け
だ田　

幸さ
ち
こ子

引ひ
き
が
も鴨

や
水み

な
わ輪

の
中な

か

に
遊あ

そ

び
を
り

 

井い
だ田　

春は
る
え江

吊
つ
る
し
ひ
な雛

ひ
と
針は

り

ご
と
の
町ま

ち

お
こ
し

 

内う
ち
だ田
百ゆ
り
こ
合
子

ほ
ほ
を
そ
め
豆ま

め

ま
く
子ね

ら等
の
小ち

い

さ
き

手て 

貝か
い
つ
か塚　

百も
も
こ子

春は
る

め
く
も
二ふ
つ
か日
続つ
づ

き
の
訃ふ
ほ
う報
か
な

 

金か
ね
こ子　

重し
げ
の野

波な
み

の
花は
な

列れ
っ
し
ゃ車
は
ゆ
つ
く
り
橋は
し

渡わ
た

る

 

川か
わ
し
ま島　

英ひ
で
お
み臣

冬ふ
ゆ

ご
も
り
薔そ
う
び薇
ほ
ど
け
ず
褪あ

せ
に
け
り

 

木き
や
ま山　

杣そ
ま
じ
ん人

受じ
ゅ
け
ん
し

験
子
の
じ
つ
と
動う
ご

か
ぬ
窓ま
ど
あ
か灯

り

 

栗く
り
は
ら原

謙け
ん

一い
ち
ろ
う郎

訛な
ま

り
消き

え
シ
ョ
ー
ル
が
似に

あ合
う
幼お

さ

な
友と

も

 

小こ
に
し西
恵え
み
こ
美
子

二に
ぶ分

の
梅う

め

明あ
す日

は
三さ

ん
ぶ分

と
な
る
日ひ

よ
り和

 

小こ
ぬ
き貫　

久ひ
さ
こ子

雨う
す
い水

桝ま
す

落お

ち
る
水み

ず
お
と音

春は
る

動う
ご

く

 

小こ
ば
や
し林　

洋よ
う
せ
い正

春は
る

時し
ぐ
れ雨
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  日　　　　　時 学　習　内　容 講　　師 場　　所

平成17年度　守谷市女性セミナー参加者募集！
テーマ～ゆとりと豊かさを求めて～

 １ 5/11（水）9:30～12:00 開講式、オカリナ演奏「山田恭弘と仲間たち」 山
やま だ

田恭
やすひろ

弘氏　ほか 国際交流センター

２ 6/8（水） 9:30～11:30 毎日を快適に（気功） 藤
ふじまるしょうこ

丸晶子氏 中央公民館

３ 7/13（水）8:30～16:30 電気の未来と節電の大切さ   横浜又は福島

４ 9/14（水）9:30～11:30 守谷の歴史を学ぶ 倉
くらもち

持晃
こう じ

治氏 中央公民館

５ 10/12（水）9:30～12:30 気軽にできる美味しいパスタ料理  未定 保健センター

６ 11/9（水） 8:30～16:30 関東の小京都「とちぎ」を訪ねて   栃木県 

７ 12/7（水）9:30～11:30 守谷の伝統を継ぐ（しめ縄づくり） 未定 中央公民館

８ 1/11（水）9:30～11:30 すてきな自分を見つけるために… 未定 中央公民館

９ 2/8（水） 9:30～11:30 文学に親しむ「朗読を聞く」 浅
あさみ
見和

かずこ
子氏 中央公民館

10 3/15（水）9:30～11:30 閉講式：次年度の計画ほか   中央公民館



 No. サークル名 内　容 会員募集の
有無（参考） No. サークル名 内　容 会員募集の

有無（参考）
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 1 コールリリーズ コーラス 有
 2 マザーグース 童謡 有
 3 伝統芸能こぶし 伝統芸能太鼓 有
 4 人形劇クラブ 人形劇 有
 5 カトレア 大正琴 有
 6 守谷輝風会 大正琴 有
 7 守谷ギター・アンサンブル クラシックギター 有
 8 オカリーナ風の音 オカリナ 有
 9 ひばりの会 健康体操 無
 10 ゆうゆうクラブ 健康体操 無
 11 生き生き体操 健康体操 無
 12 ストレッチ体操クラブ 健康体操 無
 13 気功サークル 気功 有
 14 守谷太極拳同好会A 太極拳 有 
 15 守谷太極拳同好会B 太極拳 有
 16 かとれあ 着付け 有
 17 雅 茶道 無
 18 女性セミナー連絡協議会 女性セミナー 無
 19 すみれ 女性セミナー 有
 20 ぐみの会 女性セミナー 無
 21 こすも 女性セミナー 無
 22 かみふうせん 女性セミナー 有
 23 ミレニアム 女性セミナー 有
 24 なでしこ 女性セミナー 有
 25 あやめ 女性セミナー 無
 26 三水会 女性セミナー 無
 27 ゆめ 女性セミナー 無
 28 思い草 古典講読 有
 29 さくらかい 読書会 有
 30 お話 まつぼっくり 読み聞かせ 有
 31 スピーチサロン 話し方 有
 32 手話サークルふれあい 手話 有
 33 Ｔ.Ｅ.Ｐ 英会話 有
 34 Guys ＆ Dolls 英会話 有
 35 フレンド　Ａ 英会話 有
 36 フレンド　Ｂ 英会話 無
 37 シャレード 英会話 有
 38 中国語サークル 中国語 有
 39 山ゆり俳句会 俳句 有
 49 守谷短歌会 短歌 有

 41 短歌会　せせらぎ 短歌 有
 42 アムウ 編物 無
 43 のばら 染色 有
 44 はなみずき パッチワーク 有
 45 ぐるーぷほびー デコパージュ 有
 46 ひまわり レザークラフト 無
 47 木版画クラブ 木版画 有
 48 絵手紙サークル 葦芽 絵手紙 有
 49 守谷きりえサークル きりえ 有
 50 俳画クラブ 俳画 有
 51 松篆研究会 印作り 無
 52 一彩会 日本画 無
 53 クラブイーゼル 洋画　 有
 54 パレット 油絵 有
 55 硬筆サークル 硬筆 有
 56 書道クラブ 書道 有
 57 書道クラブ　Ａ 書道 有
 58 守谷フォトクラブ 写真 有
 59 写友　ふれあい 写真 有
 60 守谷市囲碁クラブ 囲碁 有
 61 守谷市将棋クラブ 将棋 有
 62 エプロン男しゃく 料理 無
 63 木の芽会 料理 有
 64 からだにやさしい料理サークル 料理 無
 65 あそぼう会 育児活動 有
 66 子育てクラブ 育児活動 有
 67 守谷鳥類調査会 鳥類観察 有
 68 守谷自然友ノ会 自然観察 無
 69 守谷山野草会 園芸 無
 70 もりやの歴史を学ぶ会 歴史 有
 71 ほのほ 作陶 有
 72 名人会 作陶 有
 73 陶友会 作陶 有
 74 ふきの陶 作陶 有
 75 ふれあい窯 作陶 有
 76 おりべ 作陶 無
 77 白萩 作陶 無
 78 かいらぎクラブ 作陶 無
 79 サークル手びねり 作陶 有



 No. サークル名 内　容 会員募集の
有無（参考） No. サークル名 内　容 会員募集の

有無（参考）

 No. サークル名 内　容 会員募集の
有無（参考）  No. サークル名 内　容 会員募集の

有無（参考）
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 1 ポピークラブ アートフラワー 有
 2 ガラスの妖精たち ガラス工芸 有
 3 パソボラ守谷 パソコン 有
 4 絵画サークル アスール 絵画 有
 5 絵手紙サークル 葦かび 絵手紙 有
 6 七宝焼　カトレア 七宝焼 有
 7 七宝焼クラブ ひまわり 七宝焼 有
 8 花みずき 染色 有
 9 ピンクパール トールペイント 有
 10 プチミニ　バレーサークル バレエ 有
 11 スワニルダの会 バレエ 有
 12 ジュニア バレエサークル バレエ 有
 13 ストレッチYou 体操 無
 14 エアロビクス・レインボークラブ 体操 有
 15 フレッシュエアロビクスA 体操 有
 16 フレッシュエアロビクスB 体操 有
 17 リフレッシュ体操 体操 有
 18 みずき野健康体操クラブ 体操 有
 19 ボディバランスエクササイズ 体操 有
 20 ファーストエアロビクス エアロビクス 有
 21 Scotish Dance Club フォークダンス 有
 22 ブルームーン フラダンス 有
 23 ワイキキ フラダンス 有
 24 レッツ ダンス 社交ダンス 有
 25 シャル・ウィ・ダンス 社交ダンス 有
 26 かっぽれ踊り かっぽれ踊り 有
 27 楼蘭A 太極拳 有
 28 楼蘭B 太極拳 有

 29 よさこいMORIYA よさこい踊り 有
 30 ベルフォーレ コーラス 有
 31 みずき野大正琴クラブA 大正琴 有
 32 琴の和クラブ 大正琴 有
 33 山ゆり会 大正琴 有
 34 筝風車 筝曲 有
 35 ウクレレサークル・ポロン ウクレレ 有
 36 みずき野囲碁クラブ 囲碁 有
 37 ファン・チャット・クラブ 英会話 有
 38 ドイチェクラッセ ドイツ語 有
 39 お茶を楽しむ会 茶道 無
 40 秋津茶道会 茶道 有
 41 葦の会 読書会 有
 42 きつつき 木彫り 有
 43 フォトサークル悠遊 写真 有
 44 さくら会 合唱（カラオケ） 有
 45 ＰＴＡ華道クラブ 華道 無
 46 メロディーランド リトミック 有
 47 エンジェルハウス 親子交流 有
 48 やんちゃコアラクラブ 親子体操 有
 49 キャロットクラブ 料理 有
 50 ラディッシュクラブ 料理 有
 51 ソルト クッキング 料理 有
 52 口福クラブ 料理 有
 53 仲良しクラブ 料理 有
 54 郷州小PTAお料理クラブ 料理 無
 55 にはち会 料理（手打ちそば） 有

 1 アートフラワーかすみ草 アートフラワー 有
 2 アトリエ　キャンバス 油絵 有
 3 アロマテラピーサークル アロマテラピー 有
 4 BRAVOⅡ エアロビクス 無
 5 Piyo Piyo ママ エアロビクス 有
 6 Ｔ．Ｍ．Ｍ エアロビクス 有
 7 エンジョイビクス エアロビクス 有
 8 さくら 絵てがみ 有
 9 ひだまり 絵てがみ 有
 10 パステル　シュガー オカリナ 有
 11 ピアニシモ オカリナ 有
 12 えん お茶 有
 13 輪の会 民踊を楽しむ 有
 14 Dolce （ドルチェ） 音楽を楽しむ 有
 15 Song in 守谷 合唱 有
 16 紫光会 かな習字 有
 17 メロディーの会 歌謡 有
 18 大井空手道クラブ 空手 無
 19 守谷空手道愛好会 空手 無
 20 気功クラブ 気功 有
 21 健康気功 気功 有
 22 サークルWAKU　WAKU！ コーラス・ミュージックベル 有

 23 キッズ　アート 子供の美術 有
 24 フォトクラブ写遊 写真 有
 25 フォト光彩 写真 有
 26 少林寺拳法 少林寺拳法 有
 27 健美体操クラブ 自彊術 有
 28 松前台短歌会 短歌 有
 29 花臨会 書道 有
 30 北守谷ＳＤＣ 社交ダンス 有
 31 かたつむりの会 ちぎり絵 有
 32 マカロニクラブ 中華料理 有
 33 中国語サークル 你好 中国語の学習 有
 34 レンブラント デッサン 有
 35 ラベンダー　レース トールペイント 無
 36 口琴クラブ（ハーモニカ） ハーモニカ 有
 37 きらら ビーズ 無
 38 シャインズ ビーズ 無
 39 守谷フォークダンスサークル フォークダンス 有
 40 スキップ　ハート 育児活動 有
 41 メロディーランド リトミック 有
 42 レタスクラブ 料理 有
 43 北守谷太鼓クラブ 和太鼓 無
 44 守谷　ふれあい太鼓 和太鼓 有 
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 No. サークル名 内　容 会員募集の
有無（参考） No. サークル名 内　容 会員募集の

有無（参考）
 1 ひまわりコーラス 唱歌 有
 2 もりや児童合唱団 合唱 有
 3 ハーモニー松ヶ丘 合唱 有
 4 守宝会 謡曲 有
 5 もりの笛 フルート 有
 6 守谷アンサンブルオーケストラ アンサンブルオーケストラ 有
 7 オカリナ「そよかぜ」 オカリナ 有
 8 箏さくらの会 筝 有
 9 ハーモニカクラブトレモロ　 ハーモニカ 有
 10 花ごよみ フラワーアレンジメント 有
 11 陽だまりの花 フラワーアレンジメント 有
 12 かおりの会 フラワーアレンジメント 有
 13 アートフラワー野ばら アートフラワー 有
 14 さくらの会 絵手紙 有
 15 シクラメン 絵手紙 有
 16 あむあむ 編み物 有
 17 ラビット トールペイント 有
 18 ピンクパフェ トールペイント 有
 19 かざぐるま パッチワーク 有
 20 美容トレーニング 健康体操 有
 21 ダンススルーダ守谷 ストレッチ体操 有
 22 ジュニアダンスクラブ 子供のリズム体操 無
 23 みつばちクラブ 育児サークル 有
 24 自彊体操クラブ 自彊術 無
 25 ストレッチＫ ｽﾄﾚｯﾁ体操 有
 26 チャームフィットネス エアロビ・ダンベル 有
 27 高野卓球クラブ 卓球 無
 28 守谷太極拳の会 太極拳 有

 29 金曜会 社交ダンス 無
 30 ひまわり 社交ダンス 有
 31 こすもす 社交ダンス 有
 32 ダンス同好会 社交ダンス 男性のみ有
 33 高野ダンスサークル 社交ダンス 男性のみ有
 34 ゆりの会 社交ダンス 有
 35 守谷スコティッシュカントリーダンスクラブ月曜会 スコティッシュカントリーダンス 有
 36 リナフラダンスサークル フラダンス 無
 37 守谷あやめ会 民舞 有
 38 彩の会　親子サークル 日舞 有
 39 守谷ひょうたん連 阿波踊り 有
 40 おかめ連 阿波踊り 有
 41 イングリッシュ・サロン 英会話 有
 42 ハートtoハート 英会話 有
 43 語人会 英会話 無
 44 マンスリーリスニングクラブ 英会話 有
 45 高野囲碁クラブ 囲碁 有
 46 金曜囲碁会 囲碁 無
 47 むくげの会 茶道 無
 48 朗読・ののはな 朗読 無
 49 フォトクラブ・欅 写真 有
 50 ボールペン字サークル ボールペン字 有
 51 松ヶ丘小PTA料理クラブ 料理 無
 52 苺クラブ 料理 有
 53 パセリクラブ 料理 有
 54 高野地区まちづくりの会 コミニュケーション 有
 55 花ふれあい会 ボランティア 有

 No. サークル名 内　容 会員募集の
有無（参考） No. サークル名 内　容 会員募集の

有無（参考）
 1 ウィンドアンサンブル守谷 吹奏楽 有
 2 守谷ファンキーブラス ブラスアンサンブル 有
 3 筝・三絃クラブ 筝の合奏 有
 4 若葉愛好会 踊りの練習 有
 5 ＭＬダンスクラブ ダンススポーツ 有
 6 簡単エアロビクス エアロビクス 有
 7 気功サークル 気功 有
 8 気功仲間 気功 有
 9 友円 健康太極拳 有
 10 大井沢ソニックキッズ バスケットボール 有
 11 ドリームキッズ バスケットボール 有
 12 サークルラビット バドミントン 無
 13 バドちゃん バドミントン 有
 14 バミトンサークル バドミントン 有
 15 ひろば バドミントン 有

 16 RBC バドミントン 無
 17 フレンダース バドミントン 無
 18 レインボー バドミントン 有
 19 みっきい&みにい バレーボール 有
 20 よろこび バレーボール 有
 21 守谷バウンドテニスクラブ バウンドテニス 有
 22 おはなしクラブ　わらべ お話会の練習 有
 23 陶芸クラブ 作陶 有
 24 つちのこ 作陶 有
 25 土やき 作陶 無
 26 どろんこクラブ 作陶 無
 27 窯炎 作陶 有
 28 ろくろクラブ 作陶 有
 29 窯ぐれクラブ 作陶 無
 30 夢陶房 作陶 有



　昨年度、図書館でよく借りられた本は下記のと
おりでした。
　一般書では、金原ひとみと綿矢りさの二人の若
い芥川賞作家に人気の宮部みゆき、純愛ブームの
火付け役「世界の中心で、愛をさけぶ」が大人気
でした。

　児童書では、まだまだ続くハリー・ポッター
に、アニメでもおなじみのポケモンやかいけつゾ
ロリが人気です。
　貸出中になっているものもありますが、予約も
落ち着いて、棚に戻っている本もあります。この
機会にぜひ読まれてはいかがでしょうか？

 順位 タイトル 人名 出版者 請求記号 回数

　ＣＤでは、「教育/東京事変」「テノリッシモ/
ジョン・健・ヌッツォ」「エイジアン・ストリー
ト・スタイル/コレノス」など。
　ＤＶＤでは、「スパイダーマン」「愛の群像」
「トロイ」「デイ・アフター・トゥモロー」「ブ
ラザー･ベア」「かいけつゾロリ」「PiMPA」
「七つの海のティコ」など。

 1 蛇にピアス 金原ひとみ 集英社 Fカネハラ 119
 2 誰か 宮部みゆき 実業之日本社 Fミヤベ 118
 3 蹴りたい背中 綿矢りさ 河出書房新社 Fワタヤ 117
 4 世界の中心で、愛をさけぶ 片山恭一 小学館 Fカタヤマ 114
 5 幻夜 東野圭吾 集英社 Fヒガシノ 107
 6 模倣犯　上 宮部みゆき 小学館 Fミヤベ 1 98
 6 模倣犯　下 宮部みゆき 小学館 Fミヤベ 2 98
 8 半落ち 横山秀夫 講談社 Fヨコヤマ 96
 9 クライマーズ・ハイ 横山秀夫 文芸春秋 Fヨコヤマ 93
 10 看守眼 横山秀夫 新潮社 Fヨコヤマ 87
 10 臨場 横山秀夫 光文社 Fヨコヤマ 87  

 順位 タイトル 人名 出版者 請求記号 回数
 1 ハリー・ポッターと炎のゴブレット 上 Ｊ.Ｋ.ローリング 静山社 K933ロ 108
 2 ポケモンをさがせ！ルビーサファイア 相原和典 小学館 KEポ 107
 2 ハリー・ポッターと炎のゴブレット 下 Ｊ.Ｋ.ローリング 静山社 K933ロ 107
 4 ハリー・ポッターとアズカバンの囚人 Ｊ.Ｋ.ローリング 静山社 K933ロ 99
 5 ピカチュウのだいぼうけん         ― 小学館 KEポ 91
 5 ポケモンをさがせ！ 相原和典 小学館 KEポ 91
 7 かいけつゾロリとなぞのひこうき 原ゆたか ポプラ社 K913ハ 90
 7 かいけつゾロリのてんごくとじごく 原ゆたか ポプラ社 K913ハ 90
 7 ハリー・ポッターと秘密の部屋 Ｊ.Ｋ.ローリング 静山社 Y933ロ 90
 10 そらいろのいえ アンネ・エルボー ひくまの出版 KEソ 89

一般書

児童書

　ビデオテープでは、「リトルペンギン」「水戸
黄門」「デューク更家のウォーキングエクササイ
ズ」など。
　貸出はもちろん、館内で視聴することもできま
すので、どうぞご利用ください。
※視聴覚資料の取り扱いは中央図書館のみです
※貸出はお一人様２点までとなります

39 広報もりや2005.4.10
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認知症（痴
ちほう

呆）の介護についての講演会

　　（3／5　高野公民館）

認知症を正しく理解
　当日は大雪が降った翌日にもかかわらず、121
名もの方々が講演会に参加した。
　講師の方は、認知症の予防や診断、問題行動に
ついて具体的に分かりやすく説明。時間を延長す
るほど、参加者からの質問が活発に飛び交った。
さらに、参加者アンケートでは、次回の開催要望
が多数あった。

春季火災予防パレード（3／6　市内）

火の元には細心の注意を
　３／１～７の「春季全国火災予防運動」に合わ
せ、消防車などによる火災予防パレードが実施さ
れた。
　空気が乾燥し、強い季節風が吹きやすいこの季
節、火の元には十分注意しましょう。

第20回守谷市美術作家展

　　（3／6～13　北守谷公民館）

力作に感動！
　今回は、出品者が思い思いに守谷を表現した
「第20回記念 もりやをテーマにした作品展」も同
時開催され、来場者は力作の数々に感動していた。
　また初日には、陶芸と書の出品者が指導者とな
り「子どもワークショップ」が行われ、参加した
小学生たちは、創作活動の楽しさや芸術のすばら
しさを学んだ。
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子育て支援事業「サタデーパパ」（３／12　児童館）

パパとあそぼう！
　普段、子どもと接する機会の少ないお父さんた
ちに対し、積極的に子どもと触れ合える場を提供
するため開催された「サタデーパパ」。
　手遊びや紙芝居、エプロンシアターなど体を動
かしながら、お父さんたちは子どもとの触れ合い
を楽しんでいた。

第28回全国高等学校ハンドボール選抜大会

（３／24～29　常総運動公園ほか）

全国の頂点を目指して！
　大会には、予選を勝ち抜いた男女各40チームが
参加。本県から、男子は伊奈高校と藤代紫水高校、
女子は水海道第二高校と伊奈高校が出場。男子の
伊奈高校と藤代紫水高校が、見事ベスト８に入った。
　６日間の熱戦を制し、全国の頂点に輝いたのは、
男子が興南高校、女子が陽明高校。ともに沖縄県
勢が栄光を勝ち取った。

介護予防教室（３／12　郷州公民館）

簡単筋トレで体力アップ
　将来、介護を必要としないためには、元気なう
ちに体力をつけていくことが大切。
　この教室に参加した方たちは、体力チェックの
後、家庭でもできる簡単な筋トレや運動方法など
を学んだ。

守谷地区交番開所式（３／10　守谷地区交番）

まちの安全 守ります
　守谷駅周辺土地区画整理事業に伴い、守谷地区
交番が守谷駅北西の国道294号沿いに移転。開所
式ではテープカットなどが行われた。
　また３／26には、南守谷交番（☎45-9105）が新
たに業務開始。守谷地区・久保ケ丘と合わせ、よ
り一層力強くまち全体の安全を守る。
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SSports / Culture / Sports /
全国

大会

出場
者紹

介全国
大会

出場
者紹

介全国
大会

出場
者紹

介

ちょっといい緑　み～つけた

み ん な の ひ ろ ば

中央大学

本
ほんごう

郷光
あきのり

道さん
（山王様前）

ベルギー国際大会
（柔道）

第35回全国高校
バスケットボール選抜優勝大会

第10回全国ジュニア
フットボール大会

土浦日大高校

鹿
か の

野抄
しょうこ

子さん
（前原）

茗渓中学

川
かわしま

島淳
じゅんのすけ

之介さん
（御所ケ丘五）

中京大学

小
こた け

竹久
く み こ

美子さん
（御所ケ丘五）

村
むらた

田正
まさ と

人さん
（松前台三）

流通経済大柏高校

小
こま つ

松史
ふみあき

明さん
（奥山本田）

第59回国民体育大会
陸上競技ハンマー投

第22回全日本アーム
レスリング選手権大会

第84回高校ラクビーフットボール大会

全日本高校選抜ソフトテニス大会

藤代紫水高校（左から　敬称略）

鮎
あゆかわ

川竜
たつひこ

彦、大
おおやま

山天
たかやす

晴、加
かとう

藤良
よしのり

典、長
はせがわ

谷川良
りょうた

太

第14回全国高校剣道選抜大会

  守谷における町並みの美しさのひとつに、街路樹
があります。季節ごとに姿を変え、道行く人々を楽
しませてくれます。守谷には、道により何種類もの
街路樹があり、バリエーション豊富です。
　この季節、南守谷駅近くにはピンクや白のハナミ
ズキが見事です。けやき台公園の遊歩道からもすぐ
ですので、お散歩してみてください。（ヴェルデ）

街路樹

ちょっといい緑　み～つけた

　　　伊奈高校（左から　敬称略）

吉
よ し だ

田　薫
かおる

、塚
つかもと

本博
ひ ろ き

樹、瀬
せ お

尾充
み つ き

希、野
の ぐ ち

口大
だ い き

樹

守谷高校（左から　敬称略）

青
あおき

木洋
ようすけ

介監督、船
ふなおか

岡春
はる か

香、鈴
すずきひとみ

木瞳、金
かない

井若
わか ば

葉、
坪
つぼ い

井綾
あや か

香、林
はやしまき

真紀、高
たかはし

橋恵
めぐみ

、倉
くら た

田奈
な お こ

緒子

平成16年度全国高校ハンドボール選抜大会

東洋大牛久高校（左から  敬称略）

椎
しいな

名香
かおり

織、皆
みなかわ

川優
ゆうか

花、寺
てらだ

田さおり

茗渓学園高校（左から  敬称略）

久
く ご う

郷慶
け い た

太、内
う ち だ

田正
まさとし

敏、大
お お の

野 亮
まこと
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ふるさと自慢
歴史ある古都「奈良大和路」

リレーインタビューリレーインタビューリレーインタビュー

　

私
が
小
学
１
年
〜
中
学
１
年

の
６
年
間
を
過
ご
し
た
街
、
奈

良
大
和
路
を
紹
介
し
ま
す
。　

　

私
の
父
は
刑
務
官
で
、
奈
良

北
部
に
あ
る
奈
良
少
年
刑
務
所

に
勤
め
て
い
た
の
で
、
刑
務
所

官
舎
が
私
の
生
活
拠
点
で
し
た
。

刑
務
所
と
は
思
え
な
い
モ
ダ
ン

な
建
物
は
、
明
治
の
五
大
監
獄

を
手
掛
け
た
山
下
氏
（
建
築

家
）
の
設
計
に
よ
る
も
の
で
す
。

周
り
は
山
、
小
川
、
池
、
田
ん

ぼ
、
畑
な
ど
古
都
奈
良
ら
し

い
自
然
が
い
っ
ぱ
い
の
所
で
す
。

徒
歩
５
分
の
所
に
飛
鳥・天
平・

平
安
時
代
に
栄
え
た
般は

ん
に
ゃ若

な
ど

が
あ
り
、
春
は
山
吹
が
咲
き
誇

り
、
秋
は
コ
ス
モ
ス
が
満
開
に

な
る
花
の
寺
で
す
。

　

私
の
通
っ
て
い
た
鼓
坂
小
学

校
は
、
隣
に
１
２
０
０
年
以
上

耐
え
抜
い
た
正
倉
院
と
、
東
大

寺
の
大
仏
殿
が
あ
り
ま
す
。
東

大
寺
の
入
り
口
に
は
南
大
門
が

あ
り
、
そ
の
左
右
に
仁
王
立
ち

し
て
い
る
巨
大
像
は
、
運
慶
や

快
慶
ら
仏
師
た
ち
に
よ
っ
て
造

像
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

巨
大
仁
王
像
は
幼
い
こ
ろ
、
私

に
は
と
て
も
怖
か
っ
た
も
の
で
す
。

少
し
歩
く
と
平
城
京
の
守
護
の

た
め
創
建
さ
れ
た
春
日
大
社
、

若
草
山
（
山
焼
き
で
有
名
）
が

見
ら
れ
、
ま
た
奈
良
公
園
の
猿

沢
池
か
ら
は
、
高
台
に
興
福
寺

（
五
重
塔
で
有
名
）
が
望
む
こ

と
が
で
き
、
そ
の
眺
め
は
天
下

一
品
で
す
。
ま
た
、
明
治
時
代

に
建
造
さ
れ
た
奈
良
国
立
博
物

館
に
あ
る
収
納
美
術
品
も
、
素

晴
ら
し
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

現
代
の
日
本
で
は
大
変
希
少

と
な
っ
た
、
歴
史
を
感
じ
る
こ

と
の
で
き
る
国
宝
級
の
建
造
物

が
彼あ

ち
ら
こ
ち
ら

方
此
方
に
見
ら
れ
る
古
都

奈
良
。
足
に
自
信
の
あ
る
方
、

古
き
も
の
や
歴
史
に
強
い
関
心

の
あ
る
方
に
は
、
大
変
お
勧
め

の
旅
先
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
、
旅

を
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

武
たけだ

田紘
こういち

一さん
（松ケ丘七）

お
食
初
め

　

昨
年
11
月
に
生
ま
れ
た
来ら

む夢

で
す
。
こ
の
日
、
初
め
て
野
菜

ス
ー
プ
を
飲
み
ま
し
た
。

内
田
香
織
さ
ん
（
け
や
き
台
五
）

目
指
せ 

☆
仮
免

　

１
歳
の
お
誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
も
ら
い
ま
し
た
。
張
り

切
っ
て
練
習
中
で
す
。

PN
ハ
ッ
チ
さ
ん
（
け
や
き
台
五
）

ウ
チ
の
ぺ
よ
ん
太

　

我
が
家
の
テ
デ
ィ
ベ
ア
。
笑

顔
が
素
敵
な
あ
の
人
に
似
て
る
⁉

PN
ま
あ
こ
さ
ん
（
松
ケ
丘
二
）

　投稿ひろばでは、携帯電
話の写真メールによる投稿
を募集しています。採用者
には粗品を差上げます。
　なお、はがきや封書など
携帯電話以外の投稿も大歓
迎です。
▶投稿方法
①携帯電話で写真を撮る
②携帯電話ホームページ
 「モバイルもりや！」の
 「投稿ひろば」から投稿
　http://www.city.moriya.
　ibaraki.jp/i/hiroba
▶投稿・問合先
　市役所秘書課秘書広報G
　内線322・324
　hisho@city.moriya.ibaraki.jp

写真メールで投稿しよう！

▲奈良少年刑務所の表門

みみんなの作品
紹介するよ！

投稿ひろば
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 ☎45-1111（代表）
http://www.city.moriya.ibaraki.jp
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４月の納税など
• 固定資産税・都市計画税…１期
• 国民健康保険税……………１期
• 介護保険料…………………１期

粗大ごみ収集日

　収集日には、玄関口や出入り口
など収集しやすい場所に、「粗大
ごみ」と表示し、「名前」を記入
して午前８時までに出してください。
▶問合先　市役所生活環境課
　　　　　内線142～146
　　　　　☎45-5339（直通）

守谷市の事故発生状況
（３月）

発生件数　　35件
死 者 数　　１人
負傷者数　　38人

人口と世帯数
平成17年４月１日現在

前月比

  昨年同月人口 52,338人

モバイル！ もりや

携帯電話から市の情報を入手できます
http://www.city.moriya.ibaraki.jp/i

  ◆主な内容◆
•相談窓口案内
•ポケット防災ガイド
•図書館蔵書検索
• 市内循環バス及び高
速バス時刻表
•スポーツ施設予約

　

こ
の
助
成
金
は
、
人
間
ド
ッ

ク
検
診
か
脳
ド
ッ
ク
検
診
ど
ち

ら
か
１
回
限
り
の
助
成
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
年
度
か
ら
定
員
枠

を
広
げ
る
た
め
、
検
診
に
掛
か

る
一
人
当
た
り
の
助
成
額
が
改

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
対
象　

国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
満
40
歳
以
上
の
方

で
、
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納

又
は
完
納
見
込
み
の
方

▼
検
診
期
間　

５
月
〜
平
成
18

年
１
月

▼
申
込
方
法　

４
月
20
日（
水
）

か
ら
、
国
民
健
康
保
険
証
と
印

鑑
を
持
参
し
、
窓
口
で
直
接
申

し
込
む
※
電
話
予
約
不
可

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
国

保
年
金
課
保
険
年
金
G　

内
線

１
０
２
〜
１
０
４

◎
人
間
ド
ッ
ク
検
診

▼
助
成
額　

１
万
５
８
０
０
円

▼
定
員　

先
着
３
０
０
名

▼
検
診
場
所　

総
合
守
谷
第
一

病
院
、
守
谷
慶
友
病
院
、
取
手

医
師
会
病
院
、
内
田
病
院
、
会

田
記
念
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
院
、
取
手
協
同
病
院

◎
脳
ド
ッ
ク
検
診

▼
助
成
額　

２
万
６
３
０
０
円

▼
定
員　

先
着
１
３
３
名

※ 

過
去
３
年
間
に
受
診
さ
れ
た

方
を
除
く

▼
検
診
場
所　

き
ぬ
医
師
会
病

院
、総
合
守
谷
第
一
病
院
、取
手

医
師
会
病
院
、
取
手
協
同
病
院

　

ミ
ニ
ド
ッ
ク
健
康
診
査

　
　

（
半
日
ド
ッ
ク
）

　

 

受
診
希
望
者
募
集

　

年
に
一
度
は
、
健
康
チ
ェ
ッ

ク
を
し
て
、
生
活
習
慣
の
見
直

し
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
こ
の
検
診
は
す
べ
て

受
診
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

基
本
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
年
度
か
ら
は
が
き
に
よ
る
案

内
（
個
人
通
知
）
は
し
ま
せ
ん
。

▼
対
象
者
（
平
成
18
年
３
月

31
日
現
在
）
40
〜
50
・
52
・
55
・

57
・
60
・
62
歳

▼
定
員　

１
日
当
た
り
先
着

１
８
５
名

▼
検
診
日　

６
月
27
日（
月
）

〜
７
月
１
日
（
金
）

▼
受
付
時
間　

①
午
前
７
時
〜

７
時
30
分
②
午
前
７
時
30
分
〜

８
時
③
午
前
８
時
〜
８
時
30
分

④
午
前
８
時
30
分
〜
９
時

▼
内
容　

肺
が
ん
検
診（
胸
部

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
）
、
基
本（
循

環
器
）
健
康
診
査
、
付
加
B
・
C

型
肝
炎
検
査
（
40
・
45
・
50
・

55
・
60
歳
の
希
望
者
）
、
胃
が

ん
・
大
腸
が
ん
・
子
宮
が
ん
検

診
、
食
事
診
断
、
健
康
相
談

▼
個
人
負
担
金
（
検
診
日
徴

収
）
基
本（
循
環
器
）健
康
診
査

１
２
０
０
円
、
B
・
C
型
肝
炎

検
査
８
０
０
円
、
胃
が
ん
検
診

１
１
０
０
円
、
大
腸
が
ん
検
診

４
０
０
円
、
子
宮
が
ん
検
診

８
０
０
円

▼
申
込
方
法　

希
望
日
時
・
氏

名
・
生
年
月
日
を
確
認
の
上
、
４

月
25
日（
月
）〜
５
月
31
日
（
火
）に

電
話
又
は
直
接
窓
口
で
申
し
込
む

▼
会
場
・
申
込
・
問
合
先　

保

健
セ
ン
タ
ー　

☎
48
―
６
０
０
０

満40歳以上の
国保加入者の方へ

人人間ドック

脳ドック

検診費助成

人間ドック

脳ドック

検診費助成

人間ドック

脳ドック

検診費助成

２
０
０
５
年
４
月
10
日
発
行　

広
報
も
り
や
第
４
９
０
号

※
こ
の
広
報
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

 申 込 日  収 集 日
 4/18～4/22 5/11
 5 /9 ～5/13 5/25
 5/23～5/27 6 / 8

世　帯
人　口
　男
　女

18,218戸
53,083人
26,868人
26,215人

（＋  93戸）
（＋110人）
（＋  59人）
（＋  51人）




